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日
本
文
化
研
究
所

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
①

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
国
際
的
研
究
と
発
信

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
二
十
一
年

度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
「
國
學

院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
http://k-am
c.kokugakuin.ac.jp/

D
M
/）
に
つ
い
て
、
機
構
全
体
の
情
報
発

信
の
有
機
的
連
関
を
図
り
、
日
本
文
化
研

究
所
が
蓄
積
し
て
き
た
研
究
成
果
や
学
術

資
産
、
研
究
開
発
推
進
機
構
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
研
究
成
果
や
各
種
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
主
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
国
際
的
に

発
信
し
て
い
く
も
の
と
し
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
を
一
つ
の
大
き
な
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
学
内
の
学
部
・
大
学
院
で
構
築

し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
横
断
的
に
公
開

す
る
こ
と
に
も
対
応
す
る
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
関
連
事
業
と
し
て
構
築
し
た
E
ncy-

clopedia
ofShinto（
以
下
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
を

拡
充
さ
せ
、
神
道
文
化
に
関
す
る
国
際
的

な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
を
目
指
す
。

さ
ら
に
神
道
お
よ
び
日
本
文
化
研
究
の
基

礎
資
料
の
翻
訳
、
教
派
神
道
関
係
の
収
集

資
料
の
公
開
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
独
自

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
機
能
を
、

広
く
大
学
教
育
に
お
い
て
活
用
で
き
る
も

の
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
い
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
場
合
の
利
便

性
の
向
上
や
、
動
画
配
信
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
目
指
す
。
ま
た
、
研
究
資
産
を
宗
教

文
化
教
育
の
教
材
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い

く
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
三
年
に
宗

教
文
化
士
制
度
の
運
営
を
目
的
と
し
て
発

足
し
た「
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
て
い
く
。
な
お
、
宗
教
文
化
士

制
度
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
も
設
立

当
初
か
ら
参
加
し
、
神
道
文
化
学
部
、
日

本
文
化
研
究
所
の
教
員
が
運
営
に
関
わ
っ

て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
に
は
、
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
「「
古

事
記
学
」
の
構
築
」
事
業
が
、
文
部
科
学

省
平
成
二
十
八
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
タ
イ
プ
Ｂ
（
世
界

展
開
型
）
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
、
研
究
事
業
に
は
古
事
記
学
と
関
わ

る
部
分
も
多
い
の
で
、
連
携
し
て
研
究
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ア
ジ
ア
ム
は
、
平

成
二
十
一
年
度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始

し
た
も
の
で
、
研
究
開
発
推
進
機
構
全
体

の
情
報
発
信
の
有
機
的
連
関
を
図
り
、
日

本
文
化
研
究
所
が
蓄
積
し
て
き
た
研
究
成

果
や
学
術
資
産
、
研
究
開
発
推
進
機
構
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
研
究
成
果
や
各

種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
主
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
も
の
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
た
。

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
本
事
業
の
担
当

者
、
研
究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
担
当
者
お
よ
び
研
究
開
発

推
進
機
構
事
務
課
、
図
書
館
、
広
報
課
、

ソ
フ
ト
提
供
会
社
の
担
当
者
か
ら
な
る

「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
組
織
し
、
定
期
的
に
会

合
を
重
ね
、
問
題
点
を
共
有
し
な
が
ら
、

利
用
者
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
議
論
し

て
い
る
。
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
重
ね
、
改
善

に
取
り
組
み
、
ま
た
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
開
も
準
備
し
て
い
く
。

二
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
開
の

た
め
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

現
在
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ア
ジ
ア
ム
で

は
、
日
本
文
化
研
究
所
の
独
自
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
英
語
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
公
開
し
て
い
る
。

主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
神
道
事
典
の
英
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語
版
で
あ
る
Ｅ
Ｏ
Ｓ
や
神
道
・
日
本
宗
教

に
関
す
る
研
究
論
文
を
、
外
国
語
か
ら
日

本
語
に
、
ま
た
日
本
語
か
ら
外
国
語
に
翻

訳
し
て
公
開
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
A
rti-

cles
in
T
ranslation（
双
方
向
論
文
翻

訳
）、
一
九
五
八
年
に
日
本
で
国
際
比
較

宗
教
学
宗
教
史
世
界
会
議
（
IA
H
R）
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た

BasicT
erm
sofShinto
神
道
基
本
用
語

集
が
あ
る
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
な
か
に
初

心
者
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
Im
-

ages
of
Shinto:A
Beginner's
Picto-

rialGuide
図
説
に
よ
る
神
道
入
門
も
公

開
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
現
在
の
デ

ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ア
ジ
ア
ム
上
で
は
、
日

本
語
に
習
熟
し
て
い
な
い
外
国
人
に
と
っ

て
は
、
見
つ
け
づ
ら
く
、
使
い
づ
ら
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
神
道
に
関

す
る
情
報
へ
の
ま
さ
に
入
り
口
と
な
る
べ

き
サ
イ
ト
を
作
成
し
た
い
と
考
え
た
。
こ

れ
は
英
語
だ
け
で
は
な
く
日
本
語
版
も
視

野
に
入
れ
、
国
内
外
の
学
生
が
神
道
を
学

ぶ
と
き
に
活
用
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
目
指
す
。
今
年
度
は
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検

討
を
行
い
つ
つ
、
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内

容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

く
。②

神
道
古
典
の
英
語
訳

本
事
業
で
は
昨
年
度
か
ら
古
事
記
の
英

訳
に
着
手
し
て
い
る
。
訳
に
当
た
っ
て
は

「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
研
究
事
業
と
連

携
し
、
雑
誌
『
古
事
記
学
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
古
事
記
の
現
代
語
訳
、
注
、
補
注

の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
が
「
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
全
学
的
な
事
業
と
な
っ
た
こ

と
に
と
も
な
い
、
基
本
的
に
は
「
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
」
と
し
て
行
い
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
体
制
と
な
る
。

③
収
集
し
て
い
る
教
派
神
道
・
神
道
系

新
宗
教
の
資
料
の
整
理
と
デ
ジ
タ
ル

化
現
在
は
、
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区

に
本
部
を
置
く
神
理
教
の
教
祖
・
佐
野
経

彦
関
連
の
資
料
と
し
て
『
本
教
神
理
図
』

を
公
開
し
て
い
る
。
本
年
度
は
加
え
て
こ

れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
神
理
教
や
神
道
修

成
派
を
中
心
と
す
る
教
派
神
道
、
神
道
系

新
宗
教
に
関
す
る
文
書
資
料
に
つ
い
て
、

公
開
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
教
派

神
道
、
神
道
系
新
宗
教
の
研
究
の
進
展
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

三
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
の
国
際

的
展
開

①
現
代
宗
教
に
関
す
る
資
料
・
デ
ー
タ

の
収
集
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
一
九
九
五
年

よ
り
「
宗
教
と
社
会
」
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
、
学
生
宗
教
意
識
調
査
を

実
施
し
て
き
た
。
平
成
二
十
七
年
度
に
は

第
十
二
回
学
生
宗
教
意
識
調
査
を
実
施

し
、
約
二
〇
年
に
わ
た
る
調
査
に
一
つ
の

区
切
り
を
付
け
た
。
本
年
度
は
、
過
去
二

〇
年
分
を
ま
と
め
た
成
果
の
公
開
に
つ
い

て
、
考
察
篇
を
刊
行
す
る
。

現
代
宗
教
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
成

果
の
国
際
発
信
、
教
材
と
し
て
の
提
供
の

た
め
、
井
上
順
孝
著
『
新
宗
教
の
解
読
』

に
つ
い
て
英
訳
を
刊
行
す
る
。

②
日
本
文
化
、
宗
教
に
関
す
る
教
材
の

作
成
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

て
い
る「
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」

と
協
力
し
、
日
本
文
化
、
宗
教
文
化
教
育

の
た
め
の
教
材
作
成
を
進
め
て
い
く
。
現

在
は
「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」、「
映
画

と
宗
教
文
化
」、「
博
物
館
と
宗
教
文
化
」

と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
お

り
、
そ
の
拡
充
と
あ
ら
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
こ
れ

ら
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ロ
ケ
ス

マ
」
で
も
公
開
し
て
い
る
。

③
教
材
動
画
の
シ
ス
テ
ム
構
築

Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
動
画

を
作
成
し
、
公
開
し
て
き
た
。
ほ
か
に
も

こ
れ
ま
で
の
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
、
貴
重
な
宗
教
文
化
に
関
す
る
動
画

が
撮
影
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
画
資
産
を
日

本
文
化
、
宗
教
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
教
材

と
し
て
国
内
外
で
広
く
使
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
公
開
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
る
こ
と
と
し
た
。
今
年
度
は
、
動

画
の
整
理
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
ど
う
い
っ
た
形
式
で
公
開
す

る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

④
国
際
的
な
教
材
研
究
の
展
開

本
事
業
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
国
際
学
会
の
場
な
ど

で
紹
介
し
、
今
後
の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
は
か
る
。
具
体
的
に
は
本

年
七
月
に
ス
イ
ス
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
で

開
催
さ
れ
る
国
際
宗
教
社
会
学
会
に
お
い

て
、
井
上
順
孝
が
研
究
発
表
を
行
う
。

研
究
発
表
の
タ
イ
ト
ル
は
T
he
Speci-

fic
and
Com
m
on
A
spects
of
Reli-

gious
Culture
Education
で
あ
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
Session
ST
S
37
:Reli-

gious
Research
in
Contem
porary

A
sia-PacificRegionsで
あ
り
、
主
に
現

代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
宗
教

現
象
、研
究
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
企
画
は
、
本
事
業
の

代
表
者
で
あ
る
平
藤
で
あ
り
、
司
会
を
行

う
。
こ
の
場
で
、成
果
を
問
う
と
と
も
に
、

同
様
の
関
心
を
持
つ
研
究
者
と
情
報
交

換
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

四
、
日
本
文
化
研
究
所
国
際
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

毎
年
日
本
文
化
研
究
所
の
行
事
と
し
て

行
っ
て
い
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ

が
、
今
年
度
は
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
と
の

共
同
開
催
と
し
、十
一
月
二
十
六
日
に「
日

本
の
宗
教
は
ど
う
教
え
ら
れ
て
い
る
か
」

と
題
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
国

際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
主
に
日
本
国

外
の
学
生
を
対
象
と
し
て
「
日
本
の
宗
教

は
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
か
」
と

い
う
こ
と
を
論
点
と
し
て
設
定
す
る
。
何

ら
か
日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
の
講
義
を
実

際
に
担
当
し
て
い
る
方
に
発
題
を
依
頼

し
、
受
講
学
生
の
興
味
関
心
、
教
育
の
方

法
や
情
報
通
信
技
術
の
活
用
状
況
、
あ
る

い
は
現
状
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る

点
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
も
ら
っ
た
上

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
に
実
践
的
な
意

見
交
換
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
登
壇
者

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

M
icah
A
uerback
マ
イ
カ
・
ア
ワ
ー

バ
ッ
ク
氏
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
、
准
教
授
）

D
avid
W
eiß
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ァ
イ

ス
氏（
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
日
本
学
科
、

講
師
）

Clinton
Godart
ク
リ
ン
ト
ン
・
ゴ

ダ
ー
ル
氏
（
北
海
道
大
学
現
代
日
本
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
専
任
講
師
）

Cynthea
Bogelシ
ン
シ
ア
・
ボ
ー
ゲ

ル
氏
（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
哲
学

部
門
、
教
授
）

平
藤
喜
久
子
（
國
學
院
大
學
）

そ
の
他
一
名
を
予
定
し
て
い
る
。

本
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
通
し
て

も
、
研
究
事
業
の
成
果
発
信
、
ま
た
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（
文
責
・
平
藤
喜
久
子
）

國學院大學研究開発推進機構ニュース No.21（通号）平成29年（2017）6月25日 2



17-06-136　機構ニュースNo.21（11-1）.mcd  Page 3 17/07/10 08:47  v5.51

日
本
文
化
研
究
所

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
②

「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
展
開

―
明
治
期
の
国
学
・
神
道
関
係
人
物
を
中
心
に
―

①

研
究
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
日
本
文
化
研
究
所
の
二
つ

の
研
究
部
門
の
う
ち
、「
神
道
・
国
学
研
究

部
門
」
の
研
究
事
業
で
あ
り
、「
国
学
研
究

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
維
持
・
展
開
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
事
業
で

は
、「
国
学
研
究
の
基
礎
的
デ
ー
タ
構
築
」

お
よ
び
「
国
学
に
関
す
る
研
究
連
携
の
た

め
の
組
織
づ
く
り
」
を
主
な
柱
と
し
て
、

明
治
期
の
神
道
・
国
学
関
係
人
物
の
基
礎

的
情
報
の
収
集
・
整
理
お
よ
び
そ
れ
に
関

す
る
研
究
会
の
運
営
お
よ
び
得
ら
れ
た
研

究
情
報
の
公
開
を
行
う
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
道
関
係

人
物
（
神
社
・
教
派
神
道
な
ど
）
に
関
す

る
信
頼
し
う
る
基
本
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
構
築
し
て
い

る
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
携

し
つ
つ
、
デ
ー
タ
を
公
開
し
う
る
形
へ
と

構
成
す
る
。

②

事
業
の
特
色
及
び
予
想
さ
れ
る
成
果

明
治
期
の
神
道
・
国
学
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
重
厚
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。

研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
旧
日

本
文
化
研
究
所
お
よ
び
研
究
開
発
推
進
機

構
各
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
文
献
目
録
な
ど

に
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
が
、こ
の
研
究
事
業

で
は
、
人
物
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
先
行

研
究
の
到
達
点
を
再
整
理
す
る
と
と
も

に
、
資
料
調
査
に
よ
っ
て
、
新
し
い
知
見
を

こ
れ
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
分
野

の
研
究
を
ま
た
一
歩
前
進
さ
せ
る
。

③

事
業
全
体
の
内
容

Ⅰ

国
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

・
明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教
派

神
道
関
係
人
物
の
調
査
・
研
究

・
近
代
に
お
け
る
国
学
か
ら
関
連
領
域（
信

仰
、
学
問
、
そ
の
ほ
か
）
へ
の
展
開
の
調

査
・
研
究

Ⅱ

神
道
・
国
学
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー

タ
の
整
理
・
公
開

・
明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教
派

神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
先
行
の
目
録

類
、「
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

記
載
事
項
の
確
認
な
ら
び
に
関
係
分
野
の

先
行
研
究
の
確
認
と
内
容
の
検
討

・
明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教
派

神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ

の
収
集
・
整
理
・
公
開

・「
国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ

る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
整
理
と
発
信

・
旧
日
本
文
化
研
究
所
収
集
資
料
（
特
に

近
代
の
神
道
・
国
学
関
係
資
料
）
の
現
存

状
況
の
確
認

・
学
内
外
の
国
学
研
究
状
況
の
把
握

Ⅲ

国
学
に
関
す
る
研
究
連
携
の
た
め
の

組
織
づ
く
り

・
国
学
研
究
会
の
運
営

・
社
家
文
書
研
究
会
の
運
営

④

平
成
二
十
九
年
度
の
研
究
事
業
計
画

担
当
者
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
平
成

二
十
九
年
六
月
一
日
現
在
）。

研
究
代
表
者

遠
藤
潤
（
神
道
文
化
学
部

准
教
授
）、
専
任
教
員

齋
藤
公
太
（
研
究

開
発
推
進
機
構
助
教
）、
兼
担
教
員

松

本
久
史
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
Ｐ
Ｄ
研

究
員

鈴
木
聡
子
、
同

丹
羽
宣
子
、
研

究
補
助
員

問
芝
志
保
、
客
員
教
授

林

淳
、
共
同
研
究
員

一
戸
渉
、
小
田
真
裕
、

芹
口
真
結
子

Ⅰ

国
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

㈠

先
行
の
目
録
類
な
ど
に
よ
る
明
治
期

の
人
物
の
確
認
を
前
提
と
し
て
、
当
該
期

の
国
学
者
、
神
道
関
係
人
物
、
教
派
神
道

関
係
人
物
な
ど
に
関
す
る
著
書
・
論
文
に

つ
い
て
の
網
羅
的
な
リ
ス
ト
を
作
成
し
つ

つ
、
重
要
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
研
究
会

で
報
告
を
行
う
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年

度
ま
で
の
史
料
調
査
で
確
認
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
検
討
・
研
究
を
継
続
す
る
。
先

行
研
究
が
少
な
い
が
明
治
前
期
に
重
要
な

活
動
を
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
論

文
を
執
筆
す
る
。

㈡

上
記
㈠
と
あ
わ
せ
て
、
平
成
二
十
八

年
度
と
同
じ
く
近
代
に
国
学
か
ら
関
連
領

域
（
信
仰
、
学
問
、
そ
の
ほ
か
）
へ
と
展

開
し
た
人
物
の
調
査
・
研
究
を
切
り
口
と

し
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

国
学
を
学
ん
だ
人
々
が
、
近
代
に
入
っ
て

か
ら
教
派
神
道
や
仏
教
そ
の
他
の
信
仰
へ

と
活
動
を
広
げ
た
様
子
、
あ
る
い
は
、
明

治
期
に
新
た
な
国
学
研
究
を
は
じ
め
文
献

学
や
近
代
の
人
文
諸
学
な
ど
に
学
問
を
展

開
さ
せ
た
様
子
な
ど
を
、
一
次
文
献
や
先

行
研
究
の
調
査
を
踏
ま
え
て
研
究
す
る
。

特
に
幕
末
〜
明
治
前
期
の
重
要
な
史
料
に

つ
い
て
は
出
張
調
査
も
行
う
。

Ⅱ

神
道
・
国
学
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー

タ
の
整
理
・
公
開

㈠

明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教

派
神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
先
行
の
目
録

類
、「
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

記
載
事
項
の
確
認
な
ら
び
に
関
係
分
野
の

先
行
研
究
の
確
認
と
内
容
の
検
討
、
な
ら

び
に
調
査
項
目
や
デ
ー
タ
設
計
な
ど
の
具

体
的
検
討
、
基
礎
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

た
項
目
執
筆
な
ど
を
継
続
し
て
行
う
。

㈡

今
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
ひ
き
つ
づ

き
、
明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教

派
神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー

タ
の
収
集
・
整
理
を
行
う
。
デ
ー
タ
の
整

理
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
と
と
も
に
作
業

協
力
者
が
従
事
す
る
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
三
年
間
の
研
究
事
業
が
終
了
す
る
た

め
、
整
っ
た
形
で
の
ま
と
め
と
保
管
を
決

定
・
実
施
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
公
開
す
る
。

㈢
「
国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
整
理
と

発
信
、
旧
日
本
文
化
研
究
所
収
集
資
料
の

現
存
状
況
の
確
認
も
継
続
し
て
行
う
。

Ⅲ

国
学
に
関
す
る
研
究
連
携
の
た
め
の

組
織
づ
く
り

㈠

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
明
治
期
に
お
け
る

国
学
と
教
派
神
道（
仮
題
）」を
開
催
す
る
。

㈡

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
ま
で
を

主
た
る
範
囲
と
し
た
報
告
を
順
次
行
う
国

学
研
究
会
を
月
一
〜
二
回
程
度
開
催
す

る
。

㈢

主
と
し
て
近
世
か
ら
近
現
代
に
お
け

る
神
道
・
国
学
関
係
一
次
文
献
の
読
解
・

学
習
を
目
的
と
し
た
、
社
家
文
書
研
究
会

を
運
営
す
る
。

（
文
責
・
遠
藤
潤
）
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学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
①
〜
②

館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開

館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開

一
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

國
學
院
大
學
博
物
館
で
は
、昭
和
三（
一

九
二
八
）
年
に
考
古
学
陳
列
室
を
設
置
し

て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
収
集
し
て
き

た
考
古
資
料
・
民
俗
資
料
と
、
か
つ
て
本

学
に
関
係
し
た
研
究
者
ら
が
遺
し
た
画
像

記
録
・
図
面
・
ノ
ー
ト
類
・
絵
葉
書
な
ど
、

多
様
な
史
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
、
旧
考
古
学
資
料
館
時
代
か
ら
管
理
し

て
き
た
有
形
文
化
財
や
、
旧
日
本
文
化
研

究
所
の
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を

継
承
し
て
本
格
的
な
整
理
・
公
開
を
行
っ

て
い
る
史
資
料
の
研
究
を
実
施
し
つ
つ
、

更
に
新
た
な
学
術
情
報
を
生
成
し
て
い
く

こ
と
が
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で

も
あ
ろ
う
。

従
来
の
事
業
で
は
、
開
館
当
初
か
ら
引

き
継
い
で
き
た
列
品
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
並
び
に
台
帳
と
現
有
物
件
を
照
合
す

る
列
品
確
認
を
進
め
、
外
部
に
移
管
し
た

列
品
や
、
未
登
録
資
料
の
把
握
に
努
め
て

き
た
。
ま
た
、
折
口
信
夫
資
料
・
柴
田
常

恵
資
料
・
大
場
磐
雄
資
料
な
ど
、
多
様
な

関
係
史
資
料
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
館
蔵
文
化
財
の
学
史
的
位
置
付

け
に
寄
与
し
て
い
る
。

二
、
館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開

（
Ⅰ
）
事
業
の
目
的

本
事
業
で
は
、
館
蔵
文
化
財
の
管
理
・

運
用
に
係
る
基
礎
的
な
作
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
連
情
報
の
一
般

公
開
を
進
め
、
博
物
館
資
料
が
広
く
利

用
・
活
用
さ
れ
る
た
め
の
前
提
を
整
え
て

い
く
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
重
点
を
置
い
て
き
た

基
礎
作
業
か
ら
、
研
究
公
開
事
業
へ
の
脱

皮
を
進
め
、
出
土
遺
跡
が
明
確
な
一
括
資

料
の
調
査
研
究
や
、
館
蔵
点
数
の
豊
富
な

特
定
資
料
群
を
対
象
に
、
そ
の
文
化
財
的

価
値
を
高
め
る
た
め
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
、
成
果
を
博
物
館
に
お
け
る

展
示
活
動
（
特
別
展
・
企
画
展
・
特
集
展

示
・
相
互
貸
借
特
集
展
示
）
へ
反
映
さ
せ

る
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
博
物
館
の
創
立
九

十
周
年
と
な
る
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
に
、
考
古
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等

を
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
展
示
計
画
を

策
定
す
る
と
同
時
に
、
今
後
優
先
的
に
修

理
し
て
展
示
に
活
用
す
べ
き
列
品
の
選
定

も
進
め
て
い
き
た
い
。

（
Ⅱ
）
事
業
計
画

列
品
管
理
、
及
び
新
規
受
け
入
れ
物
件

の
登
録
と
、
未
登
録
物
件
の
概
要
確
認
を

基
幹
と
す
る
列
品
管
理
・
登
録
機
能
は
、

館
蔵
資
料
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
前

提
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
館
蔵
文
化
財
を
対
象
と
し

た
調
査
研
究
機
能
を
拡
充
し
、
最
終
的
な

展
示
公
開
を
目
指
し
た
資
料
研
究
・
テ
ー

マ
研
究
・
祭
祀
遺
跡
研
究
拠
点
構
築
の
三

部
門
か
ら
な
る
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
先
史
班
(縄
文

土
器
・
土
偶
・
石
棒
等
)・
原
史
班
(祭
祀

遺
物
・
埴
輪
等
)・
有
史
班
(和
鏡
・
石
製

塔
婆
等
)・
外
国
班
(旧
鞍
山
中
旧
蔵
資
料

等
)・
民
俗
班
(民
俗
資
料
)に
よ
る
資
料

研
究
と
、
紀
年
銘
和
鏡
の
集
成
研
究
・
伊

豆
地
域
の
宗
教
考
古
学
的
研
究
を
は
じ
め

と
す
る
テ
ー
マ
研
究
、
そ
し
て
伝
統
文
化

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
事
業
を
後
継
す
る
祭

祀
考
古
学
研
究
拠
点
の
構
築
を
推
進
し
て

い
く
。
こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
は
、
博
物

館
に
お
け
る
「
モ
ノ
の
チ
カ
ラ
・
ヒ
ト
の

チ
カ
ラ
」
展
・「
い
の
ち
の
交
歓
（
仮
）」

展
、
並
び
に
神
道
部
門
と
共
同
し
て
実
施

す
る
「
神
道
の
形
成
と
古
代
祭
祀
」
展
や
、

創
立
九
十
周
年
事
業
に
予
定
し
て
い
る
常

設
展
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
に
反
映
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

加
え
て
、
同
時
に
展
開
す
る
「
館
蔵
史

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開
」
事
業

や
、
博
物
館
本
体
と
連
携
し
た
情
報
公
開

機
能
と
し
て
、
列
品
台
帳
公
開
・
デ
ジ
タ

ル
情
報
公
開
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

三
、
館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究

公
開

（
Ⅰ
）
事
業
の
目
的

旧
日
本
文
化
研
究
所
の
「
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
事
業
」を
継
承
す
る
本
事
業
で
は
、

館
蔵
史
資
料
の
管
理
・
運
用
に
係
る
基
礎

的
な
作
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
関
連
情
報
の
一
般
公
開
を
進
め
、
史

資
料
が
広
く
利
用
・
活
用
さ
れ
る
た
め
の

前
提
を
整
え
て
い
き
た
い
。
一
方
、
こ
れ

ま
で
重
点
を
置
い
て
き
た
基
礎
作
業
か

ら
、
研
究
公
開
事
業
へ
の
脱
皮
を
進
め
、

学
史
的
に
重
要
な
資
料
や
、
纏
ま
っ
た
資

料
群
を
対
象
に
、
そ
の
文
化
財
的
価
値
を

高
め
る
た
め
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
、
成
果
を
普
及
事
業
や
刊
行
物
等
に

よ
っ
て
公
開
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
國
學
院
大
學
博
物

館
の
館
史
情
報
を
収
集
し
、
創
設
か
ら
今

日
に
至
る
歴
史
を
詳
ら
か
に
す
る
。
館
祖

で
あ
る
樋
口
清
之
博
士
の
業
績
を
収
集
し

｢樋
口
学
｣ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ
と

も
重
要
な
作
業
と
な
る
。

（
Ⅱ
）
事
業
計
画

こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
基
礎
と
し
て
、
館
蔵
史
資
料
及
び

そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
情
報
の
保
存
・
保
管
シ
ス

テ
ム
整
備
に
加
え
、
未
だ
充
分
で
な
い
未
整

理
資
料
の
実
態
把
握
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
本
事
業
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
学
史
的
に
も
重
要
で
あ
り
な
が

ら
資
料
化
が
遅
れ
て
い
た
館
蔵
史
資
料

や
、
纏
ま
っ
た
資
料
群
の
調
査
研
究
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
普
及
事
業
や
刊
行
物

に
よ
っ
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
博
物
館

に
お
け
る
展
示
公
開
活
動
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。
今
年
度
は
、
柴
田
常
恵
草
稿
類
・

齋
藤
ミ
チ
子
写
真
資
料
・
館
史
資
料
を
主

た
る
対
象
に
、
資
料
整
理
を
進
め
て
い
き

た
い
。
特
に
、
齋
藤
ミ
チ
子
資
料
所
収
の

民
俗
画
像
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

実
施
も
計
画
し
て
い
る
。

更
に
、
過
年
度
よ
り
継
続
的
に
実
施
し

て
い
る
社
寺
等
絵
葉
書
資
料
に
つ
い
て

は
、
北
陸
四
県
(新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福

井
)と
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
九

州
二
県
（
熊
本
・
大
分
）
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上
で
の

公
開
を
実
施
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
で
は
、
研

究
員
等
の
ほ
か
、
学
芸
業
務
を
担
う
臨
時

雇
員
と
し
て
学
生
を
任
用
し
、
博
物
館
活

動
の
実
務
を
推
進
す
る
。
博
物
館
・
学
術

資
料
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・
公
開
事
業
と
、

学
部
・
大
学
院
教
育
の
連
携
で
あ
り
、
専

攻
学
生
の
育
成
や
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
責
・
内
川
隆
志
、
深
澤
太
郎
）
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学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
③

神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究
と
展
示
公
開

は
じ
め
に

研
究
事
業
「
神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究

と
展
示
公
開
」（
以
下
、「
本
事
業
」）
は
、

こ
れ
ま
で
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資

料
館
部
門
）
が
行
っ
て
き
た
神
道
資
料
の

収
集
や
整
理
作
業
、研
究
を
継
承
し
つ
つ
、

祭
祀
や
祓
と
い
っ
た
神
道
に
関
わ
る
儀
礼

に
焦
点
を
絞
っ
て
研
究
を
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
度
の
研
究
成
果

平
成
二
十
八
年
度
は
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
実
施
し
た
研
究
事
業
「
祭
祀
・
祭
礼

の
変
遷
に
関
す
る
研
究
と
関
連
資
料
の
整

理
分
析
」（
以
下
、「
前
事
業
」）
の
終
了
年

度
に
あ
た
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
ま
と
め

と
公
開
に
力
を
注
い
だ
。

ま
ず
、
國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
い
て

企
画
展
「
祭
礼
行
列
―
渡
る
神
と
人
―
」

（
同
年
十
月
十
五
日
〜
十
二
月
四
日
）
を

開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
渡
る
人
々
」「
渡

る
神
輿
」「
渡
る
山
・
鉾
・
屋
台
」「
近
代

の
祭
礼
」
の
四
章
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
の
祭
礼
史
を
示
そ
う
と
試
み
た
。
こ

の
中
で
は
特
に
神
輿
の
発
生
に
注
目
し
、

一
定
の
場
所
に
鎮
座
す
る
神
を
神
輿
に
乗

せ
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え

の
発
生
は
日
本
に
お
け
る
神
観
念
と
祭
礼

の
画
期
と
な
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
や
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
輿
文

化
を
考
え
る
」
を
開
催
し
、
本
事
業
の
研

究
成
果
を
社
会
に
還
元
し
た
。
特
に
後
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
を
『
神
輿
文
化

を
考
え
る
』（
國
學
院
大
學
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
編
集
・
発
行
、
平
成
二
十
九
年
二

月
）と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
論
集
に
は
、

笹
生
衛
「
お
神
輿
こ
と
始
め
―
「
神
」
と

「
祭
」の
考
え
方
か
ら
読
み
取
る
物
語
―
」、

西
山
剛
（
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
学
芸

員
）「
神
を
舁
く
人
々
―
祇
園
会
・
北
野
祭

礼
を
中
心
に
―
」、
岸
川
雅
範
（
神
田
神
社

権
禰
宜
）「
神
輿
の
近
代
―
大
正
期
に
盛

り
上
が
っ
た
東
京
の
祭
礼
―
」
を
収
め
、

現
在
、
祭
り
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
神

輿
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
文
化
の
変
遷
の
大

枠
を
示
し
た
。

ま
た
、
前
事
業
の
成
果
を
ま
と
め
た

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
『
祭
祀
・
祭
礼
の

変
遷
―
古
代
・
中
世
を
中
心
に
―
』（
國
學

院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
、

平
成
二
十
九
年
二
月
）
を
刊
行
し
た
。
こ

れ
に
は
笹
生
衛
「
祭
祀
の
起
源
」、
岡
田
莊

司
「
律
令
国
家
の
祭
祀
―
祈
年
祭
の
始

原
」、
鈴
木
聡
子
「
平
安
時
代
の
祭
祀
」、

加
瀬
直
弥
「
中
世
前
期
の
祭
祀
と
信
仰
」、

吉
永
博
彰
「
中
世
後
期
の
神
社
と
祭
祀
・

祭
礼
」、大
東
敬
明「
祭
礼
の
変
遷
」及
び
、

各
論
と
し
て
木
村
大
樹「
大
嘗
祭
の
祭
儀
」

「
伊
勢
の
神
宮
の
祭
り
」
を
収
め
、
古
代
か

ら
中
世
ま
で
の
祭
祀
・
祭
礼
の
展
開
を
ま

と
め
た
。

機
関
誌
で
あ
る
『
館
報
』
十
六
号
（
國

學
院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発

行
、
平
成
二
十
九
年
二
月
）
に
お
い
て
は

「
祭
祀
の
場
」を
テ
ー
マ
と
し
、笹
生
衛「
神

籬
―
そ
の
実
態
と
古
代
祭
祀
―
」、
加
瀬

直
弥
「
神
社
社
殿
の
一
般
化
と
、
古
来
の

目
的
を
求
め
て
」、
木
村
大
樹
「
宮
中
に
お

け
る
祭
祀
の
場
」、
吉
永
博
彰
「
建
築
儀
礼

の
場
と
御
幣
の
役
割
」、
大
東
敬
明
「
洛
中

洛
外
図
の
中
の
吉
田
社
・
斎
場
所
」
を
収

め
、
祭
祀
が
行
わ
れ
る
場
の
諸
相
に
つ
い

て
ま
と
め
た
。

こ
の
ほ
か
、「
葵
祭
図
屏
風
」「
上
賀
茂

競
馬
・
や
す
ら
い
祭
図
屏
風
」「
和
歌
山
東

照
宮
御
祭
礼
絵
巻
」
ほ
か
の
デ
ジ
タ
ル
化

も
進
め
た
。

本
事
業
の
概
要

先
述
の
通
り
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り

開
始
す
る
本
事
業
は
、
祭
祀
や
祓
と
い
っ

た
神
道
に
関
わ
る
儀
礼
に
焦
点
を
絞
っ
て

研
究
を
進
め
、
そ
れ
に
関
わ
る
学
術
資
料

セ
ン
タ
ー
所
管
資
料
と
学
内
所
蔵
資
料
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
す
す
め
る
。
こ
の

際
、
祭
祀
に
関
わ
る
諸
理
論
で
は
な
く
、

資
料
そ
の
も
の
に
依
拠
し
た
い
。

こ
れ
は
、
本
部
門
が
、
神
道
の
内
容
や

歴
史
を
「
モ
ノ
」
資
料
の
整
理
・
分
析
・

研
究
を
通
じ
て
理
解
し
、
そ
れ
を
展
示
公

開
す
る
こ
と
、
本
学
学
生
を
中
心
に
、
学

内
外
の
研
究
者
、
一
般
の
方
々
に
も
神
道

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
使
命
・

役
割
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

本
事
業
の
主
た
る
研
究
対
象
は
、
古
代

以
降
の
神
道
に
関
わ
る
祭
祀
や
儀
礼
で
あ

る
。具

体
的
に
は
神
道
の
祭
祀
や
儀
礼
に
関

わ
る
文
字
資
料
、
考
古
資
料
、
美
術
資
料

な
ど
に
つ
い
て
、
現
物
の
調
査
・
研
究
を

行
い
、
か
つ
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
再
検
討

を
お
こ
な
う
。
さ
ら
に
、
現
地
調
査
や
神

社
境
内
図
な
ど
か
ら
神
社
や
祭
祀
の
場
の

立
地
を
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
時

代
、
各
地
の
祭
祀
・
儀
礼
の
実
態
と
、
そ

の
展
開
を
解
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ

に
関
連
し
た
思
想
や
文
化
を
も
明
ら
か
に

す
る
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
ま
ず
四
月
十
四

日
よ
り
五
月
二
十
一
日
ま
で
、
國
學
院
大

學
博
物
館
に
お
い
て
神
田
神
社
と
共
催
で

特
集
展
示
「
神
田
祭
今
昔
」
を
開
催
し
た
。

秋
季
に
同
館
で
行
う
企
画
展
「
神
道
の
形

成
と
古
代
祭
祀
」（
十
月
十
四
日
〜
十
二

月
十
日
）で
は
、学
術
資
料
セ
ン
タ
ー（
考

古
学
資
料
館
部
門
）
と
と
も
に
こ
れ
を
担

当
す
る
。

さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
度
に
は
、
学
外

諸
機
関
と
連
携
し
た
企
画
展
「
列
島
の
祈

り
」（
仮
）
を
國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
い

て
行
う
予
定
で
あ
る
。
同
展
示
は
、「
神

祇
祭
祀
」
を
そ
の
中
核
に
据
え
、
本
年
は

そ
の
準
備
を
行
う
。

ま
た
、
前
述
の
本
事
業
の
計
画
に
基
づ

き
、
本
部
門
所
管
資
料
の
う
ち
よ
り
、
神

社
境
内
図
の
再
整
理
を
行
い
、
加
え
て
祭

祀
研
究
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た

所
管
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
上
で
の
公
開
、
祭
礼

研
究
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
進
め
、
そ
の

研
究
成
果
を
、
機
関
誌
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
を

通
じ
て
適
切
に
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
て

ゆ
く
。

（
文
責
・
大
東
敬
明
）
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校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
事
業
計
画
①

國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
整
備

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
自
校
史
に
関
す
る
学
術
研

究
を
行
い
、
そ
の
遂
行
の
基
盤
と
な
る
大

学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
更
な
る
基
盤
整

備
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
関
連
事
業
と
し
て
「
國
學
院
大
學

に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
構

築
」（
平
成
二
十
〜
二
十
二
年
度
）、「
國
學

院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と

自
校
史
教
育
の
構
築
と
展
開
」（
平
成
二

十
三
〜
二
十
五
年
度
）
を
計
画
・
遂
行
し
、

校
史
資
料
の
収
集
・
保
存
・
整
理
・
研
究

を
継
続
的
に
行
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
所
管
資
料
は
、
い
ま
だ
未
整
理
の

も
の
も
多
く
、
そ
の
整
理
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
事
業
は
、
そ
れ
ら
先

行
事
業
を
継
承
す
る
形
で
、
来
た
る
國
學

院
設
立
百
三
十
年
や
創
立
百
四
十
、
百
五

十
周
年
に
備
え
て
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体

制
の
基
盤
整
備
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
本
セ
ン
タ
ー
所
管
資
料

の
整
理
を
行
い
そ
の
簡
易
目
録
を
作
成
す

る
こ
と
、
校
史
資
料
の
一
部
デ
ジ
タ
ル
化

を
行
う
こ
と
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
今
日
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
方

法
・
規
模
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
厳

格
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
事
業

で
は
、
そ
の
検
討
の
た
め
テ
ス
ト
ケ
ー
ス

と
し
て
校
史
資
料
の
一
部
（
写
真
な
ど
）

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
。

本
事
業
の
意
義
は
、
学
外
に
対
す
る
本

学
の
自
校
史
発
信
・
周
知
の
一
助
と
な
る

と
と
も
に
、
学
内
に
お
い
て
は
、
従
来
の

自
校
史
教
育
と
併
せ
て
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

化
さ
れ
た
モ
ノ
を
用
い
る
こ
と
で
、
具
体

的
か
つ
視
聴
覚
的
に
理
解
可
能
な
自
校
史

教
育
の
展
開
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
点
に
あ
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
校
史
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

ズ
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
本
学
の
校
史
に
関
す
る
情
報
の
共
有

を
図
り
、
そ
の
研
究
内
容
の
深
化
を
は
か

る
。
そ
の
成
果
は
、
本
学
博
物
館
に
お
け

る
展
示
や
解
説
シ
ー
ト
の
作
成
・
配
布
を

通
じ
て
、
随
時
公
開
し
て
い
く
。
ま
た
、

本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
研
究
員
が
担
当
す

る
授
業
等
で
の
一
部
活
用
も
行
う
。
ま

た
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
第
一
段
階
と
し
て
、
劣
化
の
激
し
い

フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
外
部
委
託
な
ど
に
よ
り

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
。

以
下
、
初
年
度
と
な
る
本
事
業
の
前
提
と

し
て
前
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
「
國
學
院
大

學
に
お
け
る
古
典
学
の
展
開
に
関
す
る
研

究
と
公
開
」
の
成
果
を
提
示
し
つ
つ
、
本
事

業
の
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

Ⅰ

自
校
史
教
育

校
史
教
育
関
連
と
し
て
は
、
例
年
ど
お

り
、
共
通
教
育
科
目
「
神
道
と
文
化
」
に

お
け
る
「
國
學
院
大
學
の
歴
史
」
で
使
用

さ
れ
て
い
る
、
本
セ
ン
タ
ー
作
成
の
自
校

史
教
育
用
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
『
國
學
院
大
學

の
一
三
〇
年
』（
教
育
開
発
推
進
機
構
共

通
教
育
セ
ン
タ
ー
発
行
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
関
係
機
関
・
部
署
と
共
同
で
実
施
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
計
一

〇
七
七
通
（
前
期
八
二
三
通
、
後
期
二
五

四
通
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
を
行
っ
た
。

な
お
、
百
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
本
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
の
増
補
・
改
訂
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

Ⅱ

校
史
資
料
の
整
理
・
展
示

校
史
資
料
の
整
理
や
活
用
に
つ
い
て

は
、
学
内
外
か
ら
の
自
校
史
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
を
日
常
的
に
行
っ
た

ほ
か
、
校
史
関
連
の
文
書
・
図
書
資
料
の

整
理
、
資
料
寄
贈
の
対
応
を
行
っ
た
。

本
学
博
物
館
に
お
け
る
展
示
作
業
に
つ

い
て
は
、
特
集
展
示
「
折
口
信
夫
と
『
死
者

の
書
』」（
平
成
二
十
八
年
九
月
三
日
〜
十

月
十
日
）
を
本
学
博
物
館
校
史
展
示
室
に

お
い
て
國
學
院
大
學
折
口
博
士
記
念
古
代

研
究
所
、
國
學
院
大
學
博
物
館
と
と
も
に

開
催
し
、
併
せ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

や
講
演
会
な
ど
の
関
連
事
業
を
行
っ
た
。

ま
た
、本
年
度
に
は
、本
学
創
立
百
三
十

五
周
年
を
記
念
し
た「
有
栖
川
宮
家
旧
蔵
資

料
と
國
學
院
大
學
の
歴
史
」（
平
成
二
十
九

年
五
月
二
十
八
日
〜
七
月
二
十
三
日
）を
計

画・実
施
す
る
ほ
か
、前
年
度
ま
で
の
國
學

院
大
學
の
古
典
学
に
関
す
る
成
果
を
踏
ま

え
た
校
史
関
連
の
常
設
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
た
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

Ⅲ

研
究
業
績

本
事
業
に
お
け
る
教
員
・
研
究
員
に
よ

る
研
究
成
果
と
し
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の

機
関
誌
で
あ
る
『
國
學
院
大
學
校
史
・
学

術
資
産
研
究
』
第
九
号
（
平
成
二
十
九
年

三
月
刊
）
に
、
塩
川
哲
朗
「
西
田
長
男
の

「
み
こ
と
も
ち
て
―
よ
さ
し
」
論
」
を
発
表

し
た
ほ
か
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
編
『
渋
谷
学
叢
書
五

渋
谷

に
ぎ
わ
い
空
間
を
科
学
す
る
』（
平
成
二

十
九
年
二
月
、
雄
山
閣
）
に
渡
邉
卓
「
國

學
院
と
校
地
「
渋
谷
」
―
大
学
の
歴
史
と

文
教
地
区
の
形
成
―
」
を
発
表
し
た
。
本

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
を
ふ
ま

え
、
校
史
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
す

る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
本
学
の

校
史
に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
図
り
、
そ

の
研
究
内
容
の
深
化
を
は
か
る
。

Ⅳ
『
校
史
』、
そ
の
他

本
学
の
校
史
に
関
わ
る
記
事
な
ど
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
校
史
』
第
二
十

七
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
を
編
集
・

刊
行
し
、
尾
近
裕
幸
「
経
済
学
部
開
設
五

〇
周
年
に
寄
せ
て
」、
半
田
竜
介
「
皇
典
講

究
所
・
國
學
院
大
學
の
神
職
養
成
と
大
日

本
神
祇
学
会
の
出
版
活
動
」、
塩
川
哲
朗

「
西
田
長
男
の
神
道
史
研
究
―
宮
地
直
一

と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」、
半
田
竜

介
「
杉
舎
久
保
季
茲
大
人
碑
」
の
小
論
と

資
料
紹
介
を
掲
載
し
た
。
本
年
度
も
第
二

十
八
号
を
刊
行
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
の
古
典
研
究
史
に
関
す
る
平

易
な
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
あ
る
『
國
學
院
の
古

典
学
』（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
を
本
研
究

事
業
の
成
果
刊
行
物
と
し
て
刊
行
し
た
。

こ
れ
ら
成
果
の
積
み
重
ね
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
で
、
本
学
に
お
け
る
校
史
教
育

の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
て
い
く
。

（
文
責
・
渡
邉
卓
）
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校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
事
業
計
画
②

國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
展
示
公
開

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
所
蔵
の
学
術

資
産
の
研
究
と
そ
の
研
究
成
果
の
公
開
と

い
う
本
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
則
り
、
こ
れ

ま
で
本
セ
ン
タ
ー
で
遂
行
し
て
き
た
「
國

學
院
大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
公
開
」

（
平
成
二
十
年
〜
二
十
二
年
）、「
國
學
院

大
學
に
お
け
る
学
術
資
産
研
究
の
発
展
と

公
開
」（
平
成
二
十
三
年
〜
二
十
五
年
）、

「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
日
本
史
学
を
中

心
と
す
る
学
術
資
産
の
発
展
と
公
開
」（
平

成
二
十
六
年
）
の
一
連
の
事
業
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
本
学
の
学
術
資
産
に
関
す

る
研
究
成
果
を
、
従
来
行
っ
て
き
た
本
学

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
通
じ
た
公
開
の
ほ
か
、

本
学
博
物
館
で
展
示
公
開
す
る
こ
と
で
、

校
地
・
渋
谷
に
お
け
る
研
究
成
果
の
地
域

還
元
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
展
示
は
、
本
セ
ン

タ
ー
の
教
員
・
研
究
員
が
担
当
す
る
授
業

等
で
活
用
し
、
研
究
成
果
の
教
育
へ
の
活

用
を
果
た
す
こ
と
も
目
指
す
。

上
記
の
一
連
の
事
業
に
よ
り
、
一
部
の

学
術
資
産
に
つ
い
て
は
目
録
を
編
纂
し
、

そ
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
学
術
資
産
の
調

査
・
研
究
の
成
果
を
、
本
セ
ン
タ
ー
の
機

関
誌
な
ど
で
発
表
し
て
き
た
。
し
か
し
、

学
術
資
産
の
一
般
公
開
が
広
く
求
め
ら
れ

る
現
在
、
研
究
者
を
対
象
と
し
た
機
関
誌

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
一
般
に
も
公

開
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い

る
。
本
事
業
の
意
義
及
び
予
想
さ
れ
る
成

果
は
、
本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
に
関
す
る

調
査
・
研
究
の
成
果
を
展
示
に
よ
り
一
般

公
開
す
る
こ
と
で
、
研
究
の
社
会
還
元
・

地
域
還
元
を
果
た
す
と
と
も
に
、
学
部
授

業
な
ど
で
の
教
育
活
動
に
資
す
る
こ
と

で
、
研
究
と
教
育
と
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

本
年
度
は
本
事
業
の
最
終
年
次
で
あ

り
、
前
年
度
ま
で
に
調
査
・
研
究
を
進
め

て
き
た
①
神
道
、
②
古
典
文
学
、
③
中
世

史
、
④
近
世
史
の
四
分
野
を
総
合
し
た
学

際
的
な
企
画
展
を
計
画
・
実
施
す
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
研
究
・
展
示
活
動
は
、

図
書
館
を
は
じ
め
学
内
関
係
部
署
と
連
携

し
つ
つ
、
か
つ
本
機
構
内
の
関
連
機
関
と

も
協
力
し
て
進
め
て
い
く
。
な
お
、
既
存

の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
資
料
の
研
究
を
通
じ
て
解
説
を
付

す
「
補
充
」
と
、
学
術
的
な
価
値
の
高
い

資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
新

た
に
公
開
す
る
「
追
加
」
の
作
業
を
継
続

し
て
行
う
。

以
下
、
本
年
度
事
業
の
前
提
と
な
る
前

年
度
の
成
果
を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
も
説
明

す
る
。

Ⅰ

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
解
題
作
成

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
解
題
作
成

に
関
す
る
作
業
と
し
て
、
前
年
度
は
、「
伊

勢
太
神
宮
禰
宜
謹
解
、
申
儀
式
并
年
中
祭

行
事
事
」（
貴
一
三
〇
一
）、「
和
歌
浦
御
祭

礼
御
渡
絵
巻
」（
貴
二
七
九
六
）、「
拾
遺
和

歌
集
」（
貴
三
六
五
五
）、「
源
平
盛
衰
記
図

会
」（
貴
三
八
〇
〇
〜
三
八
〇
五
）、「
諸
大

名
花
押
印
判
帳
」（
旧
貴
Ⅱ
―
二
九
）、「
つ

し
ま
祭
」（
貴
四
四
八
七
）
と
い
っ
た
六
点

の
典
籍
・
資
料
に
関
す
る
解
説
や
書
誌
、

写
真
デ
ー
タ
を
本
学
図
書
館
と
の
協
働
に

よ
り
追
加
し
た
。

Ⅱ

本
学
博
物
館
に
お
け
る
研
究
成
果
公

開本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研
究
成
果

の
展
示
公
開
を
本
学
博
物
館
に
お
い
て
二

回
開
催
し
た
。

ま
ず
、
近
世
史
の
成
果
公
開
と
し
て
企

画
展
「
古
文
書
で
〈
つ
な
ぐ
〉
江
戸
時
代
」

（
平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
〜
七
月
十

六
日
）、
続
い
て
本
機
構
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
神
道
資
料
館
部
門
と
の
連
携
展
示
と

し
て
企
画
展
「
祭
祀
と
神
話
―
神
道
入
門

―
」（
平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
〜
四

月
九
日
）を
開
催
し
、そ
れ
ぞ
れ
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を
行
い
、
本
部
門
の
研
究

成
果
を
地
域
や
社
会
・
教
育
に
還
元
し
た
。

先
述
の
通
り
最
終
年
次
と
な
る
本
年
度

は
、
①
神
道
、
②
古
典
文
学
、
③
中
世
史
、

④
近
世
史
の
四
分
野
を
総
合
し
た
学
際
的

な
展
示
を
開
催
す
る
。
本
展
示
に
向
け
て

は
、
各
部
門
に
あ
わ
せ
た
学
術
資
産
の
調

査
・
研
究
を
進
め
つ
つ
、
日
常
的
に
本
セ

ン
タ
ー
構
成
員
が
意
見
交
換
等
を
通
し

て
、
そ
の
研
究
を
深
化
さ
せ
成
果
公
開
へ

向
け
た
準
備
を
行
う
。
こ
れ
ら
学
術
資
産

の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
は
、
学
内
調
査

に
限
ら
ず
、
学
外
所
蔵
資
料
と
の
校
合
な

ど
を
通
し
て
、
資
料
価
値
を
判
断
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
、
展
示
公
開
へ
の
資
料
選

定
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

Ⅲ

研
究
業
績

本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研
究
成
果

と
し
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
で
あ

る『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』

第
九
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
刊
）
に
、

堀
越
祐
一
「
秀
吉
権
力
と
杉
原
家
次
」、
髙

見
澤
美
紀
「
下
総
国
香
取
郡
大
根
村
に
お

け
る
野
境
論
と
野
の
利
用
」
の
論
文
二
本

と
、
針
本
正
行
、
太
田
敦
子
「
國
學
院
大

學
図
書
館
所
蔵
『
大
織
冠
』
の
解
題
と
翻

刻
」、
荒
木
優
也
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所

蔵
『
新
古
今
和
歌
集
』
酒
井
宇
吉
氏
旧
蔵

本
下
帖
の
解
題
と
翻
刻
」
の
資
料
翻
刻
・

資
料
紹
介
二
本
を
発
表
し
た
。
ま
た
、

『
朱
』（
伏
見
稲
荷
大
社
、
平
成
二
十
九
年

三
月
）
に
大
東
敬
明
「
御
膳
谷
奉
拝
所
・

御
饌
石
と
井
上
頼
寿
―
「
御
旅
所
考
」
に

ふ
れ
な
が
ら
―
」
を
発
表
す
る
な
ど
、
学

外
誌
に
お
い
て
も
本
学
学
術
資
産
を
取
り

上
げ
た
研
究
論
文
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
は
本
学
の
校
史
・
学

術
資
産
に
関
す
る
研
究
会
と
し
て
、「
校

史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
会
」

を
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
に
開
催

し
た
。
本
研
究
会
に
は
本
セ
ン
タ
ー
構
成

員
の
み
な
ら
ず
、
大
学
院
生
な
ど
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
、
学
術
資
産
部
門
で
は
、

本
セ
ン
タ
ー
の
兼
担
教
員
で
あ
る
針
本
正

行
教
授
、
校
史
部
門
で
は
、
本
セ
ン
タ
ー

の
渡
邉
卓
助
教
、
髙
野
裕
基
助
教
の
計
三

名
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

以
上
、
最
終
年
次
と
な
る
本
年
度
に
は
、

前
年
度
ま
で
の
活
動
成
果
を
改
め
て
検
討

し
、
本
事
業
の
総
括
と
し
て
『
國
學
院
大
學

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
な
ど
に
そ
の
成
果

を
発
表
し
て
い
く
。

（
文
責
・
渡
邉
卓
）
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
①

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業

事
業
の
目
的

本
研
究
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学

的
研
究
発
信
の
拠
点
形
成
」
に
お
け
る
研

究
事
業
を
継
承
し
、「
建
学
の
精
神
」
に
基

づ
く
国
学
的
研
究
手
法
に
よ
っ
て
、
神

道
・
日
本
文
化
の
独
自
の
研
究
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
神
社
界
等
か
ら

の
外
部
資
金
の
導
入
に
よ
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
国
内
外
の
神
道
及
び
そ
の
関

連
領
域
の
研
究
者
・
研
究
機
関
と
の
連
携

強
化
等
を
企
画
・
立
案
し
て
実
施
す
る
単

年
度
事
業
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

本
年
度
は
、「（
一
）
近
代
の
神
道
及
び

神
職
・
国
学
者
に
関
す
る
研
究
」、「（
二
）

神
道
・
国
学
に
関
す
る
学
内
資
料
の
調

査
・
研
究
」、「（
三
）
霧
島
神
宮
の
研
究
」、

「（
四
）
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
国
際
比

較
と
国
内
外
の
研
究
者
間
の
連
携
強
化
」、

「（
五
）
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

の
実
施
」、「（
六
）『
國
學
院
大
學
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
の
刊
行
」

等
を
実
施
す
る
。

（
一
）
近
代
の
神
道
及
び
神
職
・
国
学
者
に

関
す
る
研
究

本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
き
た
神

道
・
神
社
関
係
資
料
の
調
査
研
究
、
国
学

関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
、「
招
魂

と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、

「
昭
和
前
期
の
神
道
・
国
学
と
社
会
の
研

究
」
な
ど
、
従
来
の
研
究
成
果
を
基
盤
と

し
つ
つ
、「
近
代
の
神
道
及
び
神
職
・
国
学

者
に
関
す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
神
道
を
総
合

的
に
把
握
し
分
析
す
る
こ
と
を
目
途
に
進

め
る
研
究
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
一

世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
を
基
に
、
文
部

科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
に
採
択
さ
れ
た
「「
古
事
記
学
」
の
推

進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継

ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・

発
信
―
」
と
も
連
携
し
、
神
道
古
典
の
解

釈
等
に
も
着
目
し
て
、
制
度
・
組
織
・
人

物
・
思
想
な
ど
の
多
様
な
観
点
か
ら
、
当

該
テ
ー
マ
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
本
研
究
事
業
に
関
連
し
て
進
め

て
き
た
、
神
社
本
庁
所
蔵
『
皇
国
時
報
』

の
目
次
作
成
の
成
果
（
昭
和
十
年
・
十
一

年
分
）を
、『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』

第
二
十
二
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る

（『
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』及
び『
神

社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ

た
『
全
国
神
職
会
会
報
』・『
皇
国
』・『
皇

国
時
報
（
昭
和
五
年
〜
九
年
）』
の
総
目
次

を
継
承
）。
な
お
、
本
研
究
事
業
の
経
費

は
、院
友
神
職
会
の
指
定
寄
附
金
に
よ
る
。

（
二
）
神
道
・
国
学
に
関
す
る
学
内
資
料
の

調
査
・
研
究

右
に
掲
げ
た
「
近
代
の
神
道
お
よ
び
神

職
・
国
学
者
に
関
す
る
研
究
」
に
関
わ
る

学
内
資
料
の
調
査
・
研
究
の
み
な
ら
ず
、

広
く
神
道
・
国
学
に
関
す
る
書
籍
・
雑
誌

を
対
象
と
し
て
、
本
学
図
書
館
、
各
学
部
、

研
究
開
発
推
進
機
構
及
び
機
構
各
機
関
の

所
蔵
資
料
を
蒐
集
し
、
調
査
・
研
究
を
お

こ
な
う
。

（
三
）
霧
島
神
宮
の
研
究

本
研
究
は
、霧
島
神
宮
か
ら
の
依
頼（
平

成
二
十
八
年
三
月
）
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
八
年
度
・
二
十
九
年
度
・
三
十
年
度
の

三
年
間
、
霧
島
神
宮
に
関
わ
る
調
査
・
研

究
を
実
施
し
、
平
成
三
十
一
年
度
刊
行
予

定
の
『
霧
島
神
宮
誌
（
仮
）』
を
編
集
・
執

筆
す
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
。
平
成
二
十

八
年
七
月
十
一
日
に
は
、
霧
島
神
宮
誌
編

纂
委
員
会
を
開
催
し
、
阪
本
是
丸
國
學
院

大
學
教
授（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）

を
編
纂
委
員
長
と
し
て
、
編
纂
委
員
（
本

セ
ン
タ
ー
専
任
教
員
及
び
学
外
研
究
者
）、

編
纂
事
務
局
（
霧
島
神
宮
）
が
組
織
さ
れ
、

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
と
霧
島
神
宮
職

員
と
が
協
力
し
て
事
業
を
推
進
す
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
霧
島
神
宮
、

鹿
児
島
県
立
図
書
館
等
が
所
蔵
す
る
霧
島

神
宮
関
係
資
料
の
調
査
を
実
施
し
た
が
、

今
年
度
も
継
続
し
て
資
料
調
査
・
研
究
を

実
施
す
る
。
な
お
、
本
研
究
事
業
に
関
わ

る
経
費
は
、
霧
島
神
宮
か
ら
の
指
定
寄
付

金
に
よ
る
。

（
四
）
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
国
際
比
較

と
国
内
外
の
研
究
者
間
の
連
携
強
化

本
事
業
は
、
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の

国
際
比
較
を
対
象
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

日
本
研
究
所
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
本
学
と
関
係
の
深
い
国
内

外
の
研
究
機
関
と
の
連
携
、
研
究
交
流
推

進
の
企
画
・
立
案
を
お
こ
な
う
。
具
体
的

に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
へ
の
研

究
員
派
遣
（
平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り
、

武
田
幸
也
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教

を
派
遣
）、
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研

究
所
と
の
研
究
交
流
、
明
治
聖
徳
記
念
学

会
、
神
道
文
化
会
と
の
共
催
事
業
（
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講
演
会
）
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究

事
業
の
経
費
は
院
友
神
職
会
か
ら
の
指
定

寄
附
金
に
よ
る
。

（
五
）
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

以
上
の
研
究
事
業
、
関
連
事
業
に
関
わ

る
研
究
成
果
を
中
心
に
、
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
研
究
会
を
開
催
し
、
本
セ
ン

タ
ー
の
構
成
員
を
核
と
し
て
、
機
構
構
成

員
や
学
部
教
員
、
さ
ら
に
関
心
を
も
つ
研

究
者
一
般
の
参
加
を
募
り
な
が
ら
、
議
論

を
お
こ
な
う
。
特
に
、
本
年
度
刊
行
予
定

の『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
十
二
号
に
掲
載
す
る
論
考
の
進
捗
状

況
、
本
事
業
の
課
題
等
の
検
討
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
六
）『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
』
の
刊
行

本
研
究
事
業
の
成
果
を
公
開
す
る
た

め
、『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
』
第
十
二
号
を
刊
行
す
る
。
本
紀
要
の

刊
行
費
は
、
院
友
神
職
会
か
ら
の
指
定
寄

附
金
に
よ
る
。◇

◇

◇

そ
の
他
、
北
海
道
神
宮
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
、
明
治
天
皇
御
増
祀
五
十
年
を
記

念
し
て
刊
行
し
た
『
北
海
道
神
宮
研
究
論

叢
』（
弘
文
堂
、
平
成
二
十
六
年
十
月
）
の

成
果
を
基
に
、
北
海
道
神
宮
の
「
札
幌
ま

つ
り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。
現
時
点
の
計
画
で
は
、
北

海
道
神
宮
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
当
該

テ
ー
マ
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
実
施
し
、
そ
の
成
果
と
し

て
、
本
セ
ン
タ
ー
構
成
員
が
編
集
・
執
筆

作
業
を
担
当
す
る
書
籍
を
平
成
三
十
一
年

度
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
②

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
持
続
可
能
な
「
共
存
社
会

の
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
領
域
Ⅰ

渋
谷
」、「
領
域
Ⅱ

地
域
（
農
山
漁
村
）」、

「
領
域
Ⅲ

日
本
」、「
領
域
Ⅳ

グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
世
界
」の
四
領
域
を
定
め
て
、

領
域
横
断
的
な
成
果
の
集
約
と
検
証
を
進

め
る
学
部
横
断
型
の
学
際
的
研
究
事
業
で

あ
り
、「
建
学
の
精
神
」
を
学
術
的
に
具
現

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
二
十
一
世
紀

研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
で
あ

る
。本

年
度
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
二

十
九
年
度
ま
で
の
三
カ
年
の
事
業
計
画
に

お
け
る
最
終
年
度
と
な
る
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

本
年
度
の
各
領
域
の
研
究
調
査
及
び
成

果
公
開
の
実
施
計
画
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
領
域
Ⅰ
を
渋
谷
学
グ
ル
ー
プ
、
領
域
Ⅱ
・

Ⅲ
・
Ⅳ
を
共
存
学
グ
ル
ー
プ
が
担
当
す

る
）。

研
究
領
域
Ⅰ

研
究
領
域
Ⅰ
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
七

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
渋
谷
駅
周

辺
の
再
開
発
事
業
を
踏
ま
え
て
、
渋
谷
駅

周
辺
の
歴
史
と
現
状
と
を
対
象
と
す
る
調

査
・
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、東
京
・

渋
谷
の
都
市
形
成
史
を
視
野
に
入
れ
た

「
共
存
社
会
」
の
多
様
な
在
り
方
を
模
索

す
る
観
点
か
ら
の
研
究
を
お
こ
な
う
。

特
に
、
再
開
発
で
大
き
く
変
貌
を
遂
げ

る
渋
谷
で
働
く
人
々
、
渋
谷
に
住
む
人
々

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
継
続
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
再
開
発
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
「
渋
谷
川
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研

究
調
査
を
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ

ま
で
幾
度
も
変
貌
し
て
き
た
渋
谷
川
エ
リ

ア
（
宮
益
橋
〜
並
木
橋
）
を
対
象
と
し
て
、

新
聞
記
事
等
に
よ
る
渋
谷
川
の
変
遷
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
再
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
定
点
観
測

（
写
真
記
録
）、
聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施

す
る
。

そ
し
て
、「
再
開
発
と
渋
谷
川
―
ま
ち

づ
く
り
と
都
市
河
川
再
生
の
軌
跡
―

（
仮
）」
を
テ
ー
マ
に
、
渋
谷
川
の
歴
史
を

振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
再
生
と
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
論
点
を
抽
出
し
、
渋
谷
川
の

未
来
を
考
え
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、
渋

谷
学
研
究
会
を
開
催
す
る
。
な
お
、
同
研

究
会
の
記
録
を
基
に
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を

編
集
・
刊
行
し
、
そ
の
成
果
を
公
開
す
る

予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
、
民
俗
芸
能
と
都
市
・
渋
谷
と

の
関
わ
り
を
念
頭
に
、「
民
俗
芸
能
の
舞

台
公
演
―
そ
の
歴
史
と
意
義
―
」
と
題
し

て
、
日
本
青
年
館
、
國
學
院
大
學
、
明
治

神
宮
、
国
立
劇
場
等
に
お
い
て
、
民
俗
芸

能
が
舞
台
公
演
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ

の
意
義
を
検
討
す
る
渋
谷
学
研
究
会
を
開

催
す
る
。

研
究
領
域
Ⅰ
に
関
す
る
成
果
公
開
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
刊
行
す
る
『
都
市
民
俗

研
究

第
二
十
三
号
』
等
に
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、「
渋
谷
を
科
学
す
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の

学
部
授
業
「
國
學
院
の
学
び
（
渋
谷
学
）」

（
平
成
二
十
九
年
度
後
期
）
を
実
施
し
、
研

究
成
果
を
教
育
に
還
元
す
る
。

研
究
領
域
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

研
究
領
域
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十

三
年
度
以
降
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
進
め
、
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
神
社
、
伝
統
芸
能
と
の
関
係
性

な
ど
を
焦
点
と
し
て
、
被
災
地
復
興
に
関

す
る
今
後
の
課
題
を
検
討
す
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
調

査
の
成
果
を
基
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
復

興
・
伝
統
文
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
東
日

本
大
震
災
か
ら
七
年
目
の
今
―
」
を
開
催

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
特
に
、
平

成
二
十
五
年
度
に
実
施
し
た
共
存
学

フ
ォ
ー
ラ
ム「
震
災
復
興
と
文
化
・
自
然
・

人
の
つ
な
が
り
」に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
、

震
災
復
興
に
関
す
る
報
告
と
議
論
の
内
容

を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
後
の
復
興
に
お
け

る
伝
統
文
化
の
役
割
や
、
そ
れ
に
伴
う

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
関
す
る
事

例
報
告
と
議
論
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
被

災
地
復
興
に
関
す
る
今
後
の
課
題
を
考
え

る
こ
と
が
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
目

的
で
あ
る
。
な
お
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

記
録
を
基
に
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
編
集
・

刊
行
し
、
そ
の
成
果
を
公
開
す
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
、
以
上
の
被
災
地
復
興
に
関
す
る

研
究
調
査
は
、
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「
災
害
・
復
興

と
伝
統
文
化
の
役
割
に
関
す
る
学
際
的
研

究
」（
研
究
代
表
者
：
古
沢
広
祐
）
と
も
連

携
し
て
、
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

研
究
領
域
Ⅲ
に
お
い
て
は
、
研
究
領
域

Ⅱ
と
も
連
携
し
つ
つ
、
本
学
に
お
け
る
神

道
・
日
本
文
化
研
究
の
蓄
積
を
基
に
、
日

本
の
伝
統
文
化
や
社
会
政
策
に
お
け
る

「
共
存
」
の
知
恵
を
再
検
討
し
、
今
後
の
日

本
社
会
に
お
け
る
「
共
存
社
会
」
の
在
り

方
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
調

査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
研
究
領
域
Ⅳ
に
お
い
て
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け
る
多
種
多

様
な
「
共
存
社
会
」
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、「
多
文
化
共
存
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
公
開
研
究
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

以
上
の
領
域
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
に
関
す
る
研

究
成
果
を
基
に
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学

部
授
業「
國
學
院
の
学
び（
共
存
学
）」（
平

成
二
十
九
年
度
前
期
）
を
実
施
し
、
研
究

成
果
を
教
育
に
還
元
す
る
。

◇

◇

◇

ま
た
、
以
上
の
研
究
領
域
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・

Ⅳ
の
三
年
間
の
成
果
報
告
と
、
そ
の
内
容

を
総
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
途
に
、

「
共
存
社
会
の
構
築
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
年
度
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

文
部
科
学
省

平
成
二
十
八
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
採
択

「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成

―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―

は
じ
め
に

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画（
第
三
次
）

で
提
起
さ
れ
た
「
日
本
文
化
の
国
際
的
理

解
に
向
け
た
研
究
（
国
際
日
本
学
）
の
推

進
」
を
具
現
化
す
る
研
究
事
業
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
「『
古
事
記
』
の
学
際
的
・
国

際
的
研
究
」（
平
成
二
十
五
年
度
後
期
か

ら
二
十
六
年
度
）、「「
古
事
記
学
」の
構
築
」

（
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
）

事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
平
成
二

十
八
年
十
一
月
に
、
文
部
科
学
省
が
推
進

す
る
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
タ
イ
プ
Ｂ
【
世
界
展
望
型
】
に
当
該
事

業
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
規
模
を

拡
大
し
て
新
た
に
事
業
を
展
開
す
る
運
び

と
な
っ
た
。

本
事
業
目
的
と
し
て
は
、
國
學
院
大
學

（
以
下
、
本
学
）
に
お
い
て
創
立
以
来
一
三

〇
年
以
上
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
学

知
に
基
づ
く
学
際
的
・
国
際
的
観
点
か
ら

『
古
事
記
』を
再
定
位
し
、本
学
独
自
の「
古

事
記
学
」
の
見
地
に
よ
る
、
二
十
一
世
紀

の
『
古
事
記
伝
』
と
な
る
べ
き
註
釈
書
を

編
纂
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
国
内
外
に
発

信
す
る
ほ
か
、
成
果
を
教
育
へ
と
還
元
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
そ
し
て
『
古

事
記
』
に
立
脚
し
た
、
日
本
文
化
の
新
た

な
る
創
造
と
発
展
に
寄
与
す
る
世
界
的
研

究
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
の
設
置

文
部
科
学
省
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
学
術

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
五
階
に
研
究
・
教
育

拠
点
と
し
て
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
谷
口
雅
博
准

教
授
が
着
任
し
た
。
ま
た
事
業
規
模
が
拡

大
し
た
た
め
、
本
事
業
構
成
教
員
の
増
員

と
研
究
体
制
の
刷
新
を
図
っ
た
。
全
学
部

よ
り
三
十
八
名
の
教
員
が
招
集
さ
れ
、
研

究
グ
ル
ー
プ
も
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
専
門
性
に
特
化
し
た
註
釈
を
作
成
で

き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
Ⅰ
（
本
文
校
訂
・
註
釈
史
研
究
）

の
研
究
分
野
を
細
分
化
し
『
古
事
記
』
編

纂
以
前
か
ら
編
纂
以
降
の
受
容
の
在
り
方

ま
で
視
野
に
入
れ
た
日
本
文
化
史
に
お
け

る
『
古
事
記
』
の
意
義
を
検
討
す
る
状
況

を
整
え
た
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
五
回
の
研
究
会

と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ
の

成
果
と
し
て
『
古
事
記
學
』
第
三
号
を
刊

行
し
た
。
内
容
は
、
中
心
と
な
る
『
古
事

記
』
の
註
釈
の
ほ
か
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
葬
送
の
神
話
―
東
ア
ジ
ア
の
他
界
観

と
『
古
事
記
』
―
」
の
講
演
録
、
三
本
の

論
考
、
敷
田
年
治
『
古
事
記
標
注
』
の
翻

刻
、
日
本
文
化
研
究
所
と
の
連
携
に
よ
る

『
古
事
記
』の
英
訳（
天
地
初
発
）で
あ
る
。

『
古
事
記
』
註
釈
の
範
囲
は
、『
古
事
記
』

上
巻
の
「
三
貴
子
の
分
治
」
か
ら
「
う
け

ひ
」
ま
で
と
し
、
通
常
の
註
釈
に
加
え
て

「
補
注
解
説
」
を
付
し
て
各
分
野
か
ら
の
観

点
に
よ
る
分
析
や
解
説
を
掲
載
す
る
こ
と

で
学
際
的
・
国
際
的
註
釈
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
度
の
計
画

平
成
二
十
九
年
度
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
の
二
年
目
に
あ
た
り
、「『
古
事
記
』

研
究
の
国
際
展
開
」
を
軸
と
し
て
、
研
究

面
と
し
て
は
『
古
事
記
』
関
連
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
設
置
、
教
育
面
で
は
「
古
事
記
学
」

関
連
講
義
の
実
施
、テ
キ
ス
ト
編
集
開
始
、

発
信
の
大
き
な
柱
と
し
て
は
国
際
発
信
に

向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築
と
い
っ
た
事

業
を
展
開
す
る
。
具
体
的
な
実
施
計
画
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
共
通
教
育
科
目
「
古
事
記
学
」
の
開
講
。

②
『
古
事
記
』
関
連
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
環
境

の
整
備
（
最
終
年
度
ま
で
）。

③
本
学
関
連
団
体
と
連
携
し
た
講
演
等
の

開
催
（
最
終
年
度
ま
で
）。

④
外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国
際

的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
。

⑤
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
「『
古
事

記
』
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」）
の
開
催
。

⑥
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
会（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

へ
の
参
加
。

⑦
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
に
向
け
た
準
備
。

⑧
『
古
事
記
』
関
連
の
特
集
展
示
。

⑨
『
古
事
記
』
関
連
ア
プ
リ
の
作
成
開
始
。

⑩『
古
事
記
』入
門
書
・『
こ
ど
も
古
事
記
』

の
編
集
開
始
。

⑪
『
古
事
記
』
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
。

⑫
『
古
事
記
』
の
英
訳
作
成
と
公
開
。

⑬
成
果
論
集
『
古
事
記
學
』
第
四
号
、
刊

行
。

①
は
平
成
二
十
九
年
度
後
期
よ
り
、
共

通
教
育
科
目
「
國
學
院
の
学
び
（
古
事
記

を
諸
分
野
か
ら
読
む
）」（
金
曜
四
限
）
と

し
て
、
本
事
業
の
参
画
教
員
が
リ
レ
ー
形

式
で
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

国
際
的
発
信
と
し
て
は
、
十
一
月
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
平
成
三
十
年
一
月
に
は
、

『
古
事
記
』
の
翻
訳
を
テ
ー
マ
と
し
た
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

⑩
は
教
育
に
資
す
る
た
め
の
『
古
事
記
』

テ
キ
ス
ト
編
集
事
業
で
あ
り
、
な
か
で
も

『
こ
ど
も
古
事
記
』
は
、
幼
児
・
初
等
教
育

へ
の
活
用
を
目
的
と
し
て
い
る
。
右
の
ほ

か
、
Ｈ
Ｐ
の
多
言
語
化
（
英
・
仏
・
中
・

韓
）
の
推
進
や
、
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
開
設
と
運
営
や
、『
古
事
記
』
関
連

資
料
の
収
集
と
デ
ジ
タ
ル
化
も
、
前
年
度

に
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

研
究
成
果
は
、
学
内
定
例
研
究
会
に
お

い
て
共
有
さ
れ
、
年
度
末
刊
行
の
『
古
事

記
學
』
四
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

（
文
責
・
渡
邉
卓
）
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國
學
院
大
學
博
物
館

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

一
．
事
業
の
目
的

國
學
院
大
學
博
物
館
の
事
業
の
目
的

は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
日
本
文
化

に
関
す
る
学
術
資
料
を
広
く
調
査
研
究
、

収
集
、
分
類
、
保
管
、
展
示
す
る
と
と
も

に
、
学
術
研
究
の
成
果
の
公
開
、
発
信
を

も
っ
て
研
究
教
育
の
支
援
及
び
社
会
貢
献

に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
研
究
開
発
推
進

機
構
発
足
か
ら
十
年
、
平
成
三
十
年
度
は

研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
資
料
館
と
し
て
の
創
立
か
ら
十

年
、
考
古
学
陳
列
室
の
創
設
か
ら
九
十
年

に
あ
た
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
二
年
度
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

一
方
、
年
月
の
経
過
に
よ
り
、
常
設
展

示
や
設
備
等
を
見
直
す
時
期
に
さ
し
か

か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
節
目
の
年
に
向

け
て
常
設
展
示
の
再
構
成
、
新
た
な
情
報

環
境
の
導
入
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

の
開
設
等
、
さ
ら
な
る
基
盤
づ
く
り
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
過
去
三
年
の
文
化
庁
支
援
事
業

の
成
果
や
事
業
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
多
様

性
の
あ
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、

公
開
承
認
施
設
を
目
指
し
た
取
り
組
み
も

念
頭
に
置
い
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

以
上
の
通
り
、
平
成
二
十
九
年
度
は
、

基
盤
強
化
や
見
直
し
・
改
善
等
に
向
け
た

検
討
を
進
め
つ
つ
、（
Ⅰ
）展
示
公
開
、（
Ⅱ
）

教
育
普
及
、（
Ⅲ
）環
境
整
備
・
営
繕
、（
Ⅳ
）

運
営
支
援
と
い
う
四
つ
の
柱
を
軸
に
事
業

を
推
進
す
る
。

二
．
今
年
度
事
業
の
概
要

（
Ⅰ
）
展
示
公
開

（
１
）
常
設
展
示

①
三
部
門
（
考
古
・
神
道
・
校
史
）
に

お
い
て
、
具
体
的
な
資
料
を
用
い
た
常
設

展
示
を
機
構
内
各
機
関
と
協
働
し
つ
つ
実

施
す
る
。
②
タ
イ
ム
リ
ー
な
展
示
替
え
や

各
部
門
の
特
集
展
示
を
実
施
す
る
。
③
構

成
、
解
説
等
の
部
分
的
な
改
善
・
変
更
を

行
う
。（２

）
企
画
展
等

本
学
の
学
術
資
料
や
研
究
成
果
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
展
・
企
画
展
や
特
集
展
示

を
実
施
す
る
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及

日
本
文
化
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め

る
よ
う
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
等
を
企
画
・
開
催

し
、
来
館
者
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
関

係
を
取
り
結
ぶ
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

館
内
展
示
設
備
の
営
繕
の
検
討
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
を
継
続
す
る
。

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
等
に
よ
り
運

営
の
改
善
を
行
う
。
英
語
等
で
の
情
報
発

信
・
展
示
解
説
に
よ
り
、
外
国
人
来
館
者

の
増
進
、
展
示
理
解
、
お
よ
び
満
足
度
向

上
を
図
る
。

三
．
実
施
計
画

（
Ⅰ
）
展
示
公
開

（
１
）
常
設
展
示

展
示
替
え
：
構
成
、
解
説
等
の
部
分
的

な
改
善
・
変
更
を
行
う
（
大
規
模
事
業
は

平
成
三
十
年
度
に
実
施
）。

（
２
）
企
画
展
・
特
別
展

①
「
國
學
院
大
學
春
の
特
別
列
品
」
四

月
十
四
日（
金
）〜
五
月
二
十
一
日（
日
）。

②
「
高
円
宮
家
所
蔵
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
五
月
二
十
八
日
（
日
）
〜
七
月
二
十

三
日
（
日
）。
同
時
開
催
：「
有
栖
川
宮
家

旧
蔵
資
料
と
國
學
院
大
學
の
歴
史
」
五
月

二
十
八
日（
日
）〜
七
月
二
十
三
日（
日
）。

③
「
モ
ノ
の
力
・
ヒ
ト
の
力
」
七
月
二
十

八
日
（
金
）
〜
十
月
九
日
（
月
・
祝
）。
④

「
神
道
の
形
成
と
古
代
祭
祀
」
十
月
十
四

日
（
土
）
〜
十
二
月
十
日
（
日
）。
⑤
「
い

の
ち
の
交
歓
」
十
二
月
十
六
日
（
土
）
〜

二
月
二
十
五
日
（
日
）。
⑥
「
國
學
院
大
學

図
書
館
所
蔵
吉
田
家
旧
蔵
資
料
と
吉
田

神
道
」
三
月
三
日
（
土
）
〜
四
月
十
五
日

（
日
）。（３

）
そ
の
他

①
西
南
学
院
大
学
博
物
館
と
の
相
互
貸

借
特
集
展
示
：
相
互
に
年
間
三
回
実
施
。

②
特
集
展
示
：
各
部
門
等
で
十
回
程
度
を

実
施
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及

（
１
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：
基
本

的
に
は
特
別
展
・
企
画
展
毎
に
二
回
程

度
実
施
。

（
２
）
そ
の
他
、
展
示
に
関
連
し
た
イ

ベ
ン
ト
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
、

演
奏
会
等
）
を
実
施
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

館
内
の
展
示
設
備
の
営
繕
・
改
善
を
検

討
し
、
空
調
設
備
及
び
館
内
環
境
の
改

善
・
整
備
す
る
。
ま
た
、
老
朽
・
陳
腐
化

し
た
館
内
情
報
端
末
に
代
わ
る
新
た
な
情

報
設
備
の
検
討
を
行
う
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援

（
１
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
。

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
に
よ
る
運

営
改
善
の
検
討
と
実
施
。

（
３
）
英
語
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
展

示
解
説
の
充
実
。

（
４
）
そ
の
他
各
方
面
へ
の
営
業
・
広

報
活
動
等
。

（
Ⅴ
）
そ
の
他

平
成
三
十
年
度
國
學
院
大
學
博
物
館
九

十
周
年
事
業
の
準
備
。
常
設
展
示
再
構
成

の
検
討
、
周
年
記
念
特
別
展
の
準
備
等
。

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業

平
成
二
十
九
年
度
文
化
庁
「
地
域
の
核

と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」

に
採
択
さ
れ
た
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本

の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
理
解
・
体
感
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
基
本
軸
と

し
、
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会
に

新
た
に
岡
本
太
郎
記
念
館
が
加
わ
り
、
渋

谷
を
中
心
と
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
共

働
事
業
を
展
開
す
る
。

特
に
、
多
言
語
化
の
整
備
、
外
国
人
向

け
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
、
従
来

注
力
し
て
き
た
日
本
文
化
を
体
験
・
実
感

す
る
事
業
、
渋
谷
文
化
発
信
事
業
な
ど
を

発
展
的
に
継
承
し
、
観
覧
者
の
体
験
に
基

づ
く
日
本
文
化
・
異
文
化
理
解
の
深
化
を

目
指
す
。（

文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）
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平成29年度 研究開発推進機構 事業計画及び人事一覧
平成29年6月1日現在

機関 研究事業名 専任教員 兼担教員 客員研究員 ポスドク研究員 研究補助員 客員教授 共同研究員

日
本
文
化
研
究
所

デジタル・ミュージアムの運
営および日本の宗教文化の国
際的研究と発信
（H28～30年度）

＊平藤喜久子 井上順孝 市川 収 村上 晶 土屋 博 天田顕徳
星野靖二 黒﨑浩行 加藤久子 ナカイ，ケイト 李 和珍
齋藤公太 藤澤 紫 鈴木聡子 山中 弘 ガイタニディス，ヤニス
吉永博彰 ヘイヴンズ，ノルマン フレーレ,チャールズ カドー，イヴ

塚田穂高
野口生也
ビュテル，ジャン=ミシェル
牧野元紀
矢崎早枝子

「國學院大學 国学研究
プラットフォーム」の展開
－明治期の国学・神道関係人
物を中心に－
（H27～29年度）

齋藤公太 ＊遠藤 潤 鈴木聡子 丹羽宣子 問芝志保 林 淳 一戸 渉
松本久史 小田真裕

芹口真結子

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

◎館蔵文化財の資料化と研究
公開（H29～31年度）

内川隆志 ＊笹生 衛 阿部常樹 伊藤大祐 北澤宏明 朱 岩石 荒井祐介
深澤太郎 小川直之 鳥越多工摩 古谷 毅 石井 匠

谷口康浩 栁田康雄 植田 真
青木 敬 奥山 香
朝倉一貴 粕谷 崇

加藤元康
栗木 崇
惟村忠志
大工原豊
中村 大
中村耕作
山口 晃

◎館蔵史資料のデジタル化と
研究公開
（H29～31年度）

内川隆志 ＊小川直之 黒田迪子 石川岳彦
深澤太郎 吉田敏弘 齋藤しおり

黒﨑浩行 平本謙一郎
朝倉一貴

◎神道祭祀・儀礼の研究と
展示公開
（H29～31年度）

大東敬明 ＊笹生 衛 木村大樹
吉永博彰 岡田莊司

加瀬直弥
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

◎國學院大學における大学
アーカイヴズ体制の基盤整備
（H29～31年度）

大東敬明 ＊阪本是丸 荒木優也 岡谷成康
渡邉 卓 齊藤智朗
髙野裕基 戸村 理

國學院大學の学術資産の
研究と展示公開
（H27～29年度）

大東敬明 ＊根岸茂夫 髙見澤美紀 荒木優也 遠藤珠紀
髙野裕基 笹生 衛 堀越祐一 金子 拓

岡田莊司
阪本是丸
千々和到
針本正行

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研究開発推進センター研究事
業

宮本誉士 ＊阪本是丸 岩瀬由佳 神杉靖嗣 半田竜介 赤澤史朗 今泉宜子
大東敬明 針本正行 黒澤直道 河村忠伸
渡邉 卓 太田直之 佐藤長門 小林威朗
上西 亘 遠藤 潤 坂井久能
髙野裕基 加瀬直弥 佐々木聖使
武田幸也 菅 浩二 佐藤一伯

中山 郁 大丸真美
藤田大誠 津田 勉
藤本頼生 東郷茂彦
武田秀章 中野裕三
谷口雅博 森 悟朗

國學院大學21世紀研究教育計
画委員会研究事業
｢地域・渋谷から発信する共
存社会の構築｣
（H27～29年度）

宮本誉士 ＊阪本是丸 秋野淳一 杉内寛幸 網谷哲成
上西 亘 古沢広祐 髙久 舞 池田奈津江

松本久史 木村秀史
康 成文
重村光輝
筒井 裕
西俣先子
野中規正
冬月 律
吉田律人

國學院大學博物館

内川隆志 ＊笹生 衛 今井信治 尾上周平 安高啓明
大東敬明
深澤太郎
渡邉 卓
髙野裕基
吉永博彰

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

私立大学
研究ブランディング事業
(H28～32年度）
◎「古事記学」の推進拠点形成
－世界と次世代に語り継ぐ
『古事記』の先端的研究・教
育・発信－

平藤喜久子 ＊谷口雅博 藤田大誠 曹 咏梅 井上隼人 高橋俊之
渡邉 卓 阪本是丸 藤澤 紫 キロス,イグナシオ 小野諒巳 西村健太郎
上西 亘 笹生 衛 ヘイヴンズ，ノルマン 大塚千紗子

武田秀章 青木 敬
松本久史 遠藤 潤
岩瀬由佳 藤本頼生
黒澤直道 佐藤長門
太田直之

◎新規研究事業 ＊研究事業代表者
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國學院大學研究開発推進機構ニュースNo.21（通号） 平成29年（2017）6月25日13

平成29年度 研究開発推進機構 人事一覧 平成29年6月1日現在

機構長 井上順孝

日本文化研究所長 井上順孝

学術資料センター長 笹生 衛

校史・学術資産研究センター長 根岸茂夫

校史・学術資産研究センター長（代行） 笹生 衛

研究開発推進センター長 阪本是丸

國學院大學博物館長 笹生 衛

古事記学センター長 谷口雅博

國學院大學博物館副館長 内川隆志 及川 聡

専任教員

教授 内川隆志 平藤喜久子

准教授 大東敬明 深澤太郎 星野靖二 宮本誉士

助教 渡邉 卓 上西 亘 齋藤公太

助教（特別専任） 髙野裕基 武田幸也 吉永博彰

兼担教員

教授
井上順孝 岩瀬由佳 太田直之 岡田莊司 小川直之 黒﨑浩行 黒澤直道 齊藤智朗 阪本是丸
笹生 衛 佐藤長門 武田秀章 谷口康浩 千々和到 中山 郁 根岸茂夫 針本正行 藤澤 紫
藤田大誠 古沢広祐 ヘイヴンズ,ノルマン 松本久史 吉田敏弘

准教授 青木 敬 遠藤 潤 加瀬直弥 菅 浩二 谷口雅博 藤本頼生

助教 戸村 理

助手 朝倉一貴

研究員

客員研究員
秋野淳一 阿部常樹 市川 収 加藤久子 神杉靖嗣 キロス,イグナシオ 鈴木聡子 曹 咏梅
髙久 舞 髙見澤美紀 鳥越多工摩 フレーレ,チャールズ 堀越祐一

ポスドク研究員
荒木優也 伊藤大祐 井上隼人 今井信治 大塚千紗子 小野諒巳 黒田迪子 杉内寛幸 丹羽宣子
半田竜介 村上 晶

研究補助員 尾上周平 岡谷成康 木村大樹 北澤宏明 高橋俊之 問芝志保 西村健太郎

客員教授 赤澤史朗 朱 岩石 土屋 博 ナカイ,ケイト 林 淳 古谷 毅 栁田康雄 山中 弘

共同研究員

天田顕徳 網谷哲成 荒井祐介 李 和珍 池田奈津江 石井 匠 石川岳彦 一戸 渉 今泉宜子
植田 真 遠藤珠紀 奥山 香 小田真裕 ガイタニディス,ヤニス 粕谷 崇 加藤元康 カドー,イヴ
金子 拓 河村忠伸 木村秀史 栗木 崇 康 成文 小林威朗 惟村忠志 齋藤しおり 坂井久能
佐々木聖使 佐藤一伯 重村光輝 芹口真結子 大工原豊 大丸真美 塚田穂高 津田 勉 筒井 裕
東郷茂彦 中野裕三 中村 大 中村耕作 西俣先子 野口生也 野中規正 ビュテル,ジャン＝ミシェル
平本謙一郎 冬月 律 牧野元紀 森 悟朗 矢崎早枝子 安高啓明 山口 晃 吉田律人

平成29年度 事務局人事一覧
学術メディアセンター事務部長 及川 聡

学術メディアセンター事務部情報システム担当次長 堀内弘行

学術メディアセンター事務部図書館事務課長 安達 匠

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課長 飯塚陽子

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課
杉﨑正彦 小倉 健 小平浩衣 織田泰輔 相川由起 志水志保（博物館担当）
網谷哲成 石井 匠 佐々木理良（嘱託学芸員）
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会

議

○
全
体

・
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日
（
木
）

十
五
時
五
十
分
〜
十
六
時
三
十
分
、
若
木

タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日
（
水
）

十
七
時
〜
十
七
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
五
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
（
水
）

十
六
時
十
分
〜
十
六
時
三
十
五
分
、
若
木

タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
八
年
度
第
五
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日
（
金
）

（
持
ち
回
り
稟
議
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
六
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日
（
火
）

（
持
ち
回
り
稟
議
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
七
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
（
水
）

（
持
ち
回
り
稟
議
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
六
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
（
水
）

十
一
時
〜
十
二
時
七
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
六
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
（
水
）

十
二
時
〜
十
二
時
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
四
月
十
九
日
（
水
）

十
一
時
五
分
〜
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
（
火
）

十
二
時
十
五
分
〜
十
二
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
教
員
等
資
格

審
査
委
員
会
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十

五
日
（
火
）
十
二
時
三
十
分
〜
十
二
時
五

十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十
一
日
（
木
）

十
五
時
五
十
分
〜
十
六
時
十
五
分
、
若
木

タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

○
日
本
文
化
研
究
所

・
平
成
二
十
八
年
度
第
六
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
九
年
三
月
八
日
（
水
）
十
時
三

十
分
〜
十
一
時
三
十
二
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
九
年
四
月
十
二
日
（
水
）
十
一

時
〜
十
二
時
十
四
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会

議
室
〇
六

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
九
年
四
月
十
九

日
（
水
）
十
六
時
〜
十
六
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
九

年
四
月
十
二
日
（
水
）
十
一
時
〜
十
一
時

三
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ル
ー
ム
二

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
九
年
四
月

五
日
（
水
）
十
六
時
〜
十
六
時
五
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
二
十
九
年
四
月
十
九

日
（
水
）
十
四
時
〜
十
四
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
地
下
一
階
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
ス
ペ
ー
ス

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
國
學
院
大
學

博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会

会
議
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日

（
木
）
十
七
時
〜
十
八
時
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
地
下
一
階
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー

ル○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
古
事
記
学
研

究
実
施
委
員
会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
九

日
（
木
）
十
二
時
十
分
〜
十
二
時
四
十
分
、

若
木
タ
ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
三

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
古
事
記
学
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

日
（
木
）
十
四
時
〜
十
五
時
十
分
、
若
木

タ
ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
三

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
古
事
記
学
研

究
実
施
委
員
会
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十

一
日
（
木
）
十
五
時
三
十
分
〜
十
五
時
五

十
分
、
若
木
タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

公
開
講
座
･講
演
会
･シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･

関
連
学
会

○
全
体

・
第
四
十
三
回

日
本
文
化
を
知
る
講

座
、
各
回
、
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

◇
第
一
回

六
月
三
日（
土
）、テ
ー
マ「
古

典
か
ら
み
る
日
本
文
化
」、
講
師
＝
渡
邉

卓
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）「
皇
典
講

究
所
・
國
學
院
と
『
古
事
記
』」、
講
師
＝

針
本
正
行
（
文
学
部
教
授
）「
物
語
絵
巻
・

絵
草
紙
を
読
む
」

◇
第
二
回

六
月
十
日（
土
）、テ
ー
マ「
國

學
院
大
學
の
考
古
学
」、
講
師
＝
内
川
隆

志
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）「
國
學
院

大
學
の
考
古
学
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
」、

講
師
＝
笹
生
衛
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）

「
神
道
考
古
学
か
ら
祭
祀
考
古
学
へ
」

◇
第
三
回

六
月
十
七
日
（
土
）、
テ
ー
マ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
日
本
文
化
」、
講
師

＝
星
野
靖
二
（
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教

授
）「
日
本
の
外
か
ら
見
る〈
日
本
文
化
〉」、

講
師
＝
井
上
順
孝（
神
道
文
化
学
部
教
授
）

「〈
日
本
文
化
〉
を
誰
に
伝
え
る
か
」

◇
第
四
回

六
月
二
十
四
日
（
土
）、
テ
ー

マ
「
祭
り
と
日
本
文
化
」、
講
師
＝
大
東
敬

明
（
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）「
資
料

か
ら
み
た
祭
り
」、
講
師
＝
加
瀬
直
弥
（
神

道
文
化
学
部
准
教
授
）「
一
宮
の
祭
祀
？
」

出

張

○
日
本
文
化
研
究
所

・
遠
藤
潤
・
齋
藤
公
太
・
芹
口
真
結
子
、
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「
明
治
期
国
学
・
神
道
関
係
人
物
に
関
す

る
史
料
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
九

年
二
月
六
日
（
月
）
〜
二
月
八
日
（
水
）、

滋
賀
県
彦
根
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
深
澤
太
郎
、
黒
田
迪
子
、
石
垣
絵
美
、

「
櫻
井
満
氏
、齋
藤
ミ
チ
子
氏
イ
ザ
イ
ホ
ー

関
係
写
真
資
料
に
関
す
る
現
地
踏
査
」
の

た
め
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日
（
月
）

〜
二
月
二
十
三
日
（
木
）、
沖
縄
県
南
城
市

（
久
高
島
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
宮
本
誉
士
・
上
西
亘
・
髙
野
裕
基
、「
霧

島
神
宮
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
」
の
た
め
、

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日
（
金
）
〜

二
月
二
十
六
日
（
日
）、
鹿
児
島
県
霧
島
市

・
宮
本
誉
士
・
上
西
亘
・
髙
野
裕
基
、「
霧

島
神
宮
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
」
の
た
め
、

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
（
金
）
〜
三
月

十
二
日
（
日
）、
鹿
児
島
県
霧
島
市

・
古
沢
広
祐
・
茂
木
栄
・
宮
本
誉
士
・
杉

内
寛
幸
、「
岩
手
県
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の
復
興
に
関
す
る
現
地
調

査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
四

日
（
火
）
〜
三
月
十
七
日
（
金
）、
岩
手
県

沿
岸
地
域

・
宮
本
誉
士
・
大
東
敬
明
、「
北
海
道
神
宮

に
関
す
る
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
九

年
三
月
二
十
三
日
（
木
）
〜
三
月
二
十
四

日
（
金
）、
北
海
道
札
幌
市

・
大
東
敬
明
、「
札
幌
ま
つ
り
調
査
」
の
た

め
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
（
木
）

〜
六
月
十
六
日
（
金
）、
北
海
道
札
幌
市

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
井
上
順
孝
、
平
藤
喜
久
子
、
網
谷
哲
成
、

「
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
お
け
る
宗
教
文

化
、日
本
文
化
を
中
心
と
す
る
展
示
調
査
」

の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
二
月
五
日
（
日
）

〜
二
月
十
一
日
（
土
）、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
※
）

・
深
澤
太
郎
、
及
川
聡
、
尾
上
周
平
、「
國

學
院
大
學
博
物
館
と
西
南
学
院
大
学
博
物

館
に
よ
る
研
究
協
力
協
定
に
と
も
な
う
展

示
及
び
打
合
せ
」
の
た
め
、
平
成
二
十
九

年
五
月
二
十
三
日
（
火
）
〜
五
月
二
十
五

日
（
木
）、
福
岡
県
福
岡
市

※
は
平
成
二
十
八
年
度
文
化
庁
地
域
の
核

と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業

に
採
択
さ
れ
た
、
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本

の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
に
て
実
施
。

刊
行
物

○
全
体

・
研
究
開
発
推
進
機
構
『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
九
号
（
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
十
九
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五

日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
二
十
（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
五

日
発
行
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本

文
化
研
究
所
編
・
井
上
順
孝
責
任
編
集

『〈
日
本
文
化
〉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
』（
春

秋
社
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
発

行
）

・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本

文
化
研
究
所
『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
第
九
号

（
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
発
行
）

・
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
学

生
宗
教
意
識
調
査
総
合
報
告
書
（
一
九
九

五
年
度
〜
二
〇
一
五
年
度
）』（
平
成
二
十

九
年
二
月
十
日
発
行
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）『
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
館
報
』
第

十
六
号
（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

発
行
）

・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）『
神
輿
文
化
を
考
え
る
』（
平
成
二
十

九
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）『
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
―
古
代
・
中
世

を
中
心
に
』（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十

八
日
発
行
）

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
校

史
』
第
二
十
七
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月

六
日
発
行
）

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
の
古
典
学
』（
平
成
二
十
九
年
三
月

六
日
発
行
）

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
第
九

号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
発
行
）

○
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

会
田
原
裕
子
編
『
別
冊
渋
谷
学
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト

渋
谷
ら
し
さ
の
近
未
来
』（
平

成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

会
上
山
和
雄
編
『
渋
谷
聞
き
が
た
り
４

セ
ピ
ア
色
の
こ
ろ
―
昭
和
三
〇
年
代
の
國

學
院
女
子
学
生
―
』（
平
成
二
十
九
年
二

月
二
十
八
日
発
行
）

・
都
市
民
俗
学
研
究
会
（
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
内
）『
都
市
民
俗
研
究
』
第
二
十

二
号
（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
発

行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

会
上
山
和
雄
編
著
『
渋
谷
学
叢
書
５

渋

谷

に
ぎ
わ
い
空
間
を
科
学
す
る
』（
雄

山
閣
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
発

行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー『
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十

一
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
発
行
)

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
古
沢
広

祐
責
任
編
集
『
共
存
学
４

多
文
化
世
界

の
可
能
性
』（
弘
文
堂
、
平
成
二
十
九
年
三

月
十
五
日
発
行
）

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・『
國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
報
告
』
第

三
十
三
輯
（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八

日
発
行
）

・
國
學
院
大
學
博
物
館
地
域
共
働
連
携
事

業
実
行
委
員
会
『
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本

の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
報
告
書
』
(平

成
二
十
九
年
二
月
発
行
)

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・
國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
委
員
会
研
究
事
業
・
文
部
科
学
省
私
立

大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
成
果
報

告
論
集
『
古
事
記
學
』
第
三
号
（
平
成
二

十
九
年
三
月
十
日
発
行
）
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資
料
紹
介

一
英
斎
芳
艶
画

新
材
木
町
附
祭
礼

一
英
斎
芳
艶
（
歌
川
芳
艶
）（
一
八
二
二

〜
一
八
六
六
）
画
「
新
材
木
町
附
祭
礼
」

（
三
枚
続
）
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

五
月
（
旧
暦
）
の
出
版
で
あ
り
、
同
年
六

月
の
江
戸
山
王
権
現
（
現
在
の
日
枝
神
社

〈
永
田
町
〉）・
山
王
祭
に
新
材
木
町
（
現
在

の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
付
近
に
あ
っ

た
）
が
出
し
た
附
祭
つ
け
ま
つ
り

を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。

芳
艶
は
、
歌
川
国
芳
の
門
人
で
あ
り
、

一
栄
斎
と
も
号
し
た
。
祭
礼
を
描
い
た
も

の
に
は
「
祭
礼
図
」（
国
芳
と
合
作
）、「
神

田
明
神
御
祭
禮
の
図
」、「
天
王
御
祭
礼
の

図
」
ほ
か
が
あ
り
、
本
資
料
と
同
じ
文
久

二
年
の
も
の
に
、
後
述
す
る
「
新
乗
物
町

附
祭
礼
」及
び
本
資
料
と
は
別
構
図
の「
新

材
木
町
附
祭
礼
」が
あ
る
。
彼
は
堀
江
町
、

浅
草
橋
場
、
日
本
橋
本
町
二
丁
目
に
住
ん

だ
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
祭
礼
は
馴
染

み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
山
王
祭
は
神
田
明
神
の
神
田
祭

と
隔
年
で
行
わ
れ
、
両
祭
礼
と
も
に
、
祭

礼
行
列
が
江
戸
城
内
に
入
り
、
将
軍
も
上

覧
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

山
王
祭
の
祭
礼
行
列
に
は
、
神
社
が
出

す
神
輿
及
び
社
家
、
警
固
の
人
々
、
氏
子

の
町
々
よ
り
出
さ
れ
た
山
車
（
出
し
）
や

附
祭
、
幕
府
か
ら
の
援
助
に
よ
る
お
雇
い

祭
が
加
わ
っ
た
。

附
祭
は
、山
車
の
後
ろ
に
つ
く
も
の
で
、

い
く
つ
か
の
当
番
町
が
出
し
た
。
こ
れ
は

踊
り
、
練
り
物
、
曳
き
物
な
ど
、
氏
子
の

人
々
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
江
戸
城
内
の
上
覧
場
な
ど
の
前
で

は
、唄
や
寸
劇
な
ど
の
芸
能
を
披
露
し
た
。

「
新
材
木
町
附
祭
礼
」
に
は
、
同
町
の
出
世

稲
荷
神
社
の
祭
礼
を
描
い
た
も
の
と
す
る

見
解
も
あ
る
（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
・

文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
同
資
料

解
説
）。
し
か
し
、
新
材
木
町
が
、
山
王
祭

に
山
車
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
後
述

の
理
由
か
ら
、
山
王
祭
の
附
祭
を
描
い
た

も
の
と
考
え
る
。

文
久
二
年
の
山
王
祭
に
つ
い
て
、『
山

王
御
祭
礼
番
附
』（
文
久
二
年
、
森
屋
治
兵

衛
）（
國
學
院
大
學
図
書
館
宮
地
直
一
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）（
以
下
、『
番
附
』）
を

み
る
と
、
小
網
町
が
「
七
五
三
の
見
立
」、

新
材
木
町
・
新
乗
物
町
が
「
正
五
九
の
見

立
」、
大
鋸
町
・
本
材
木
町
五
・
六
・
七
丁

目
が
「
松
竹
梅
の
見
立
」
を
出
し
て
い
る
。

「
正
五
九
の
見
立
」
は
両
町
が
出
し
た
「
日

の
出
松
に
鶴
の
出
し
」
に
続
き
、「
正
月

若
菜
摘
之
見
立

練
物
」、「
五
月
甲
人
形

之
学
び

地
走
」、「
九
月
節
句
之
学

踊

台
」
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
を
み
る
と
「
五
月
」「
正
」「
五
」

「
九
」
と
記
さ
れ
た
扇
子
を
持
つ
人
々
が

い
る
。
ま
た
、
五
月
の
節
句
を
モ
チ
ー
フ

に
し
、
鯉
幟
を
連
想
さ
せ
る
巨
大
な
真
鯉

が
描
か
れ
る
。「
鯉
遣
」
の
人
名
も
書
か

れ
る
か
ら
、こ
の
鯉
は
動
い
た
と
考
え
る
。

『
番
附
』
で
は
、
煙
が
箱
か
ら
出
る
様
子
や

大
き
な
真
鯉
が
描
か
れ
、
外
神
田
御
成
道

で
書
肆
を
営
ん
だ
藤
岡
屋
由
蔵
の
日
記

（『
藤
岡
屋
日
記
』文
久
二
年
六
月
十
五
日
）

に
は
、
一
人
が
鎧
櫃
を
出
し
、
そ
こ
か
ら

手
品
の
物
を
差
し
出
し
た
。
ま
た
、
後
に

錺
の
造
り
物
を
動
か
し
た
と
す
る
。

こ
の
附
祭
に
参
加
し
て
い
る
人
物
の
名

前
を
本
資
料
と
『
番
附
』
と
で
比
較
す
る

と
、
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
本
資
料
は
文
久
二
年
の
山
王
祭
に

新
材
木
町
・
新
乗
物
町
が
出
し
た
「
正
五

九
の
見
立
」
の
う
ち
、「
五
月
甲
人
形
之
学

び

地
走
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た

い
。伝

統
芸
能
情
報
館
等
は
芳
艶
が
描
い
た

別
構
図
の「
新
材
木
町
附
祭
礼
」（
三
枚
続
）

を
所
蔵
す
る
。
こ
ち
ら
に
は
在
原
業
平
や

小
野
小
町
等
に
扮
装
す
る
人
々
が
描
か
れ

て
お
り
（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
・
文
化

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
照
）、『
番
附
』

と
の
比
較
か
ら
、
こ
れ
は
「
九
月
節
句
之

学
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
芳
艶
が
描
い

た
「
新
乗
物
町
附
祭
礼
」
二
枚
（
お
そ
ら

く
は
三
枚
続
き
の
残
欠
）
を
所
蔵
し
て
い

る
（
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
）。

こ
ち
ら
も
『
番
附
』
と
比
較
す
る
と
共
通

す
る
点
が
多
く
、「
若
菜
摘
之
見
立
」
に
あ

た
る
と
考
え
る
。
国
芳
の
次
女
・
芳
女
画

「
五
節
句
の
内

三
節
の
見
立

新
材
木

町

新
乗
物
町
」
も
、
同
様
で
あ
る
。

以
上
、
本
資
料
を
含
め
、
文
久
二
年
に

芳
艶
が
描
い
た
「
新
材
木
町
附
祭
礼
」（
二

種
）、「
新
乗
物
町
附
祭
礼
」
は
、
こ
の
三

種
で
同
年
の
山
王
祭
に
新
材
木
町
・
新
乗

物
町
が
出
し
た
「
正
五
九
の
見
立
」
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
文
責
・
大
東
敬
明
）
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一英斎芳艶「新材木町附祭礼」
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